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外̂
人
に
は
難
！
 

大
腸
、
肺
が
增̂
 

5̂1̂'二
人
に
一
人
癌
死
 

平
成
四
年
〔
一
九
九
二
年
)
の
人
口
動
態
統
計
(
概
数
)
が
こ
の
ほ
 

ど
厚
生
省
統
計
情
報
部
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
が
ん
で
 

亡
く
な
っ
た
人
は
二
十
三
万
千
七
百
八
十
六
人
で
前
年
よ
り
八
千
五
 

十
九
人
増
え
た
。
こ
れ
は
死
亡
総
数
八
十
五
万
五
千
四
百
三
十
六
人
の
 

う
ち
の
二
七
.
|

 

X
を
占
め
る
。
な
か
で
も
五
、
六
十
代
の
働
き
盛
り
 

で
は
四
〇
％
を
越
え
、
特
に
女
性
で
は
四
、
五
十
代
は
二
人
に
I人
が
 

が
ん
で
死
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
分
つ
た
。
 

癌
死
二
三
I、
七
八
六
人
 

こ
の
調
査
は
、
平
成
四
年
一
 

月
か
ら
十
一
一
月
ま
で
全
国
の
市
 

区
町
村
に
出
さ
れ
た
、
出
生
、
 

死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
届
な
ど
を
 

ま
と
め
た
も
の
。
 

死
因
を
順
位
別
に
み
る
と
、
 

第
一
位
は
悪
性
新
生
物
で
一
一
三
 

万
千
七
百
八
十
六
人
、
第
一
一
位
 

は
心
疾
患
一
七
万
五
千
三
百
三
 

十
六
人
、
第
三
位
は
脳
血
管
疾
 

患
一
一
万
七
千
九
百
八
人
。
こ
 

の
三
大
成
人
病
で
五
十
二
万
五
 

千
三
十
人
で
、
総
死
亡
数
の
六
 

一
1
三
X
を
占
め
る
。
 

大
腸
、
肺
男
女
共
急
増
 

が
ん
の
死
亡
順
位
と
百
分
比
 

は
、
男
が
①
胃
ー
一
一
，
八
冗
②
 

肺
一
一
〇
.九
冗
③
肝
臓
一
四
，
 

。
冗
④
大
腸
 
一
0 ，
七
冗
⑤
豚
 

臓
五
，
六
冗
⑥
食
道
四
.
七
冗
 

の
順
で
、
大
腸
、
肺
、
肝
臓
が
 

5
 

2
 

ひ
 

1
 

3
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「
日
本
で
早
期
胃
癌
が
沢
山
 

見
つ
か
っ
て
い
る
の
は
、
集
団
 

検
診
を
や
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
 

思
う
が
、
今
日
は
、
ま
た
驚
く
 

べ
き
数
の
早
期
食
道
癌
を
見
せ
 

て
い
た
だ
い
た
。
日
本
で
は
、
 

食
道
癌
の
集
団
検
診
も
や
っ
て
 

い
る
ん
で
す
力
？
」
 

こ
れ
は
有
名
な
ド
イ
ツ
の
ハ
 

マ
ネ
ッ
ク
教
授
が
、
今
年
の
三
 

月
、
京
都
で
行
わ
れ
た
じ
Iじ
 

0
 (国
際
対
が
ん
連
合
)主
催
 

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
司
会
中
に
 

演
者
の
東
京
医
科
歯
科
大
学
.
 

遠
藤
光
夫
教
授
に
質
問
し
た
言
 

葉
で
あ
る
。
 

世
話
人
代
表
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
名
誉
院
長
 

遠
藤
教
授
が
、
別
に
食
道
癌
 

の
集
団
検
診
を
や
っ
て
い
る
わ
 

け
で
は
な
い
、
と
Îえ
る
と
、
 

「
ど
う
も
判
ら
な
い
」
と
ブ
ッ
 

ブ
ッ
。
一
緒
に
司
会
を
し
て
い
 

た
私
が
、
「
日
本
で
は
、
外
来
で
 

の
胃
の
検
査
も
、
明
ら
か
に
ド
 

イ
ツ
よ
り
多
い
か
ら
、
つ
い
で
 

に
食
道
癌
も
診
て
、
早
期
の
食
 

道
癌
を
発
見
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
 

多
い
の
で
す
よ
」
と
説
明
し
た
 

が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
完
全
に
は
 

納
得
し
て
い
な
い
様
子
だ
っ
た
。
 

ど
う
も
外
国
の
専
門
家
の
間
 

に
は
、
早
期
胃
癌
に
関
す
る
日
 

本
の
進
歩
に
つ
い
て
、
大
き
な
 

な
胃
検
診
 

市
川
平
三
郎
 

誤
解
が
少
な
く
と
も
三
つ
は
あ
 

る
よ
う
だ
。
 

そ
の
一
つ
は
、
「
日
本
に
は
胃
 

癌
が
多
い
、
だ
か
ら
早
期
胃
癌
 

も
多
く
み
つ
か
る
」
と
い
う
言
 

葉
だ
。
 

確
か
に
日
本
に
は
胃
癌
は
多
 

い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ず
ー
つ
 

と
昔
か
ら
な
の
だ
。
最
近
み
つ
 

か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
早
 

期
に
み
つ
け
る
X
線
、
内
視
鏡
 

な
ど
の
技
術
が
開
発
さ
れ
、
普
 

及
し
た
か
ら
な
の
だ
。
で
も
、
 

外
国
人
は
、
技
術
に
関
し
て
は
 

ど
う
も
触
れ
た
く
な
い
心
理
が
 

あ
る
よ
う
だ
。
か
っ
て
は
日
本
 

ふ
え
て
い
る
 

女
は
①
胃
一
九
，
〇
冗
②
大
 

腸
一
三
-五
冗
③
肺
一
一
，
八
冗
 

④
肝
臓
八
，
一
冗
⑤
孔
房
七
^
 

〇
冗
⑥
脬
臓
六
，
九
冗
⑦
子
宫
 

五
，
0
冗
。
肺
と
大
腸
、
肝
臓
 

が
共
に
ふ
え
て
い
る
。
 

が
ん
死
の
全
死
亡
に
対
す
る
 

割
合
を
十
歳
刻
み
に
み
る
と
、
 

男
は
五
十
代
で
三
九

一̂
一
冗
、
 

六
十
代
四
四
^
 0冗
で
、
ま
さ
 

に
働
き
盛
り
の
死
が
目
立
つ
。
 

女
は
三
十
歳
代
か
ら
六
十
歳
代
 

ま
で
が
四
割
を
越
え
て
い
る
。
 

な
か
で
も
四
十
代
は
四
九
.
 

〇
冗
、
五
十
代
四
八

一̂
一
冗
と
 

約
一
一
人
に
一
人
が
が
ん
で
死
ん
 

で
い
る
こ
と
が
タ
る
。
 

六
十
代
は
四
十
代
の
倍̂
 

さ
ら
に
、
こ
れ
を
年
代
別
に
 

み
る
と
、
三
十
代
三
、
一
一
八
九
 

人
、
四
十
代
 一
二
「
二
四
0
人
、
 

五
十
代
三
一
「
九
〇
〇
人
、
六
 

に
医
学
を
教
え
た
と
い
う
自
負
 

も
あ
っ
て
、
技
術
が
遅
れ
て
い
 

る
と
は
認
め
た
く
な
い
よ
う
な
 

雰
囲
気
が
あ
る
。
 

も
う
一
つ
の
誤
解
は
、
「
日
本
 

で
は
、
胃
集
検
を
や
っ
て
い
る
 

か
ら
、
早
期
の
も
の
を
沢
山
発
 

見
し
て
い
る
」
と
い
、
！
-̂ん
方
だ
。
 

確
か
に
日
本
の
胃
集
検
は
、
 

そ
う
言
わ
れ
る
だ
け
の
成
果
を
 

あ
げ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
全
 

国
集
計
だ
け
を
見
て
も
、
年
間
 

少
な
く
と
も
六
千
人
の
胃
癌
が
 

発
見
さ
れ
、
そ
の
内
の
約
四
千
 

人
が
早
期
胃
癌
だ
と
い
う
の
だ
 

か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
、
諸
外
 

国
で
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
 

な
高
い
数
値
な
の
だ
。
 

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
他
の
国
 

で
集
団
検
診
を
始
め
た
ら
、
早
 

期
胃
菡
が
こ
ん
な
に
ぞ
く
ぞ
く
 

十
代
六
三
、
〇
三
〇
人
、
七
十
 

代
六
六
、
五
五
七
と
な
っ
て
い
 

る
。
 

こ
れ
を
年
代
別
に
比
較
し
て
 

み
る
と
、
四
十
代
は
三
十
代
の
 

四
，
0二
倍
、
五
十
代
は
四
十
 

代
の
一
一

四̂
八
倍
、
六
十
代
は
 

五
十
代
の
 一
^
九
一
一
倍
、
七
卜
 

代
は
六
十
代
の
 
一
，
0
六
倍
と
 

な
っ
て
い
る
。
 

四
十
代
と
六
十
代
を
比
べ
る
 

と
、
実
に
四
，
八
倍
。
さ
ら
に
 

三
十
代
と
比
べ
る
と
一
九
倍
に
 

も
な
る
。
ま
さ
に
「
が
ん
は
加
 

齢
と
共
に
ふ
え
る
」
と
い
う
こ
 

と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
 

さ
ず
「
三
十
代
、
四
十
代
、
五
 

十
代
の
検
診
を
徹
底
し
て
や
る
 

こ
と
」
が
極
め
て
重
要
だ
と
い
 

う
こ
と
が
言
え
る
。
 

死
亡
率
I位
は
秋
田
 

都
道
府
県
別
の
人
口
十
万
対
 

と
見
つ
か
る
よ
う
に
な
る
の
か
 

と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
 

は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
胃
集
検
 

に
従
事
す
る
医
師
、
技
師
、
保
 

健
婦
、
事
務
職
員
な
ど
、
全
体
の
 

レ
ベ
ル
が
一
番
だ
が
、
組
織
と
か
 

费
用
と
か
.̂
い
に
関
係
す
る
。
 

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
北
海
道
 

対
が
ん
協
会
の
調
査
に
よ
る
 

と
、
道
内
で
手
術
さ
れ
た
胃
癌
 

症
例
の
中
、
集
検
で
発
見
さ
れ
 

た
の
は
約

X̂と
い
う
し
、
新
 

潟
県
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
の
調
査
 

で
は
、
約
X̂と
い
う
。
つ
ま
 

り
、
集
検
の
成
果
と
し
て
集
計
 

さ
れ
て
い
る
人
達
の
五
倍
か
ら
 

十
倍
ぐ
ら
い
の
人
達
は
、
集
検
 

の
門
を
通
ら
ず
に
発
見
，
治
療
 

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
 

で
あ
る
。
 

こ
れ
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
 

死
亡
率
で
は
秋
田
が
一
一
五
三
，
 

〇
で
一
位
。
次
い
で
佐
賀
ー
一
四
 

四
，
七
で
一
一
位
、
三
位
は
長
崎
 

で
二
三
九
.0、
四
位
山
形
二
 

三
六
丄
ハ
、
五
位
島
根
一
一
三
五
-

七
と
上
位
の
顔
ぶ
れ
は
ほ
と
ん
 

ど
変
っ
て
い
な
い
。
 

部
位
別
で
は
胃
が
ん
は
日
本
 

海
側
に
、
子
宮
と
肺
が
ん
は
西
 

日
本
に
多
い
傾
向
は
あ
ま
り
変
 

つ
て
い
な
い
。
 

一
方
、
沖
槻
は
胃
、
大
腸
、
 

肝
臓
、
脾
臓
な
ど
の
死
亡
率
が
 

全
国
一
低
く
、
ほ
か
の
部
位
で
 

も
低
い
た
め
、
全
部
位
で
死
亡
 

率
が
最
も
低
い
。
 

部
位
別
死
亡
率
増
え
る
 

が
ん
の
部
位
別
死
亡
数
と
 

死
亡
率
(
十
万
対
)
を
み
る
と
、
 

男
は
胃
三
〇
、
四
八
五
人
(
五
 

〇
，
三
)、
肺
一
一
九
、
一
一
〇
八
人
 

(
四
八
.
二
)
、
肝
臓
一
九
、
五
 

五
五
人
(
三
一
三
二
)
、
大
腸
(
結
 

腸
と
直
腸
3
状
結
腸
移
行
部
 

お
よ
び
直
腸
)
一
四
、
八
六
七
 

人
(
二
四
.
五
)
。
 

女
は
胃
一
七
、
五
一
一
六
人
 

(一
一
七
-九
)、
肺
一
〇
、
九
三
 

八
人
二
七
.
四
)
、
大
腸
二
「
 

四
〇
八
二
九
.
七
)
肝
臓
七
、
 

四
一
一
八
人
(
一
一
，
八
)
、
子
宫
 

四
、
六
六
三
人
(
七
.
四
)
。
 

死
亡
率
で
は
男
は
胃
、
肺
、
 

肝
臓
、
大
腸
と
軒
並
み
に
ふ
 

え
、
女
は
胃
が
わ
ず
か
に
《
〇
，
 

一
一
)減
っ
て
い
る
。
 

の
か
と
い
え
ば
、
早
期
発
見
の
 

技
術
が
全
国
に
も
広
く
浸
透
し
 

て
、
病
院
.
診
療
所
を
受
診
す
 

る
人
達
の
中
か
ら
、
沢
山
の
症
 

例
を
見
；
5！
：
て
い
る
と
い
う
こ
と
 

な
だ̂
。
 

も
う
一
つ
、
欧
米
人
に
は
ど
 

う
し
て
も
理
解
で
き
な
い
点
が
 

あ
る
よ
う
だ
。
 

そ
れ
は
、
日
本
の
健
康
保
険
 

制
度
だ
。
こ
れ
は
、
医
師
や
医
 

療
関
係
者
に
は
と
て
つ
も
な
く
 

厳
し
い
が
、
患
者
に
と
つ
て
は
、
 

こ
れ
程
よ
い
も
の
は
世
界
に
そ
 

の
例
を
見
な
い
。
第
一
、
い
と
 

も
簡
単
に
受
誇
で
き
る
し
、
そ
 

れ
に
、
一
寸
あ
や
し
い
と
な
る
 

と
、
何
度
で
も
世
界
一
に
進
ん
 

で
い
る
精
密
検
査
を
受
け
る
こ
 

と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
極
め
 

て
安
価
だ
。
も
し
、
I？
じ
こ
と
 

「
た
ば
こ
自
販
 

機
撤
廃
を
検
討
」
 

「
広
告
一
じ
の̂
 

規
制
も
」
^̂̂、
 

来
年
中
に
結
論
。
 

(
八
月
三
十
日
付
朝
日
) 

こ
れ
は
「
た
ば
こ
行
勅
計
画
」
 

の
策
定
を
求
め
た
世
界
保
健
機
 

関
^̂
0̂
の
決
議
に
基
づ
 

く
も
の
で
、
来
年
度
早
々
に
専
 

門
家
を
集
め
て
、
分
煙
、
禁
煙
 

や
未
成
年
者
の
健
康
教
育
を
す
 

る
防
煙
を
三
つ
の
柱
に
、
九
四
 

年
中
に
結
論
を
出
す
と
い
う
。
 

自
動
販
売
機
は
現
在
五
十
万
 

台
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
 

し
か
も
、
一
一
十
四
時
間
、
い
つ
 

で
も
、
だ
れ
で
も
買
え
る
。
子
 

ど
も
で
も
買
え
る
こ
と
か
ら
 

「
児
童
販
売
機
」
と
も
い
わ
れ
 

て
い
る
。
販
売
店
で
は
な
い
か
 

ら
、
買
う
の
は
自
由
な
の
だ
。
 

し
た
が
つ
て
吸
う
の
も
自
由
で
 

あ
る
。
た
ば
こ
の
が
ん
に
対
す
 

る
寄
与
率
は
三
0冗
と
い
わ
れ
 

る
。
た
ば
こ
が
関
与
す
る
が
ん
 

は
幅
広
い
。
喉
頭
が
ん
、
咽
頭
 

が
ん
、
食
道
が
ん
、
胃
が
ん
、
 

肝
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
子
宮
が
 

ん
な
ど
な
ど
。
 

個
人
の
権
利
意
識
の
強
い
ァ
 

メ
リ
力
で
は
、
自
動
販
売
機
ど
 

こ
ろ
か
広
告
も
大
幅
に
規
制
さ
 

れ
、
子
ど
も
に
は
目
の
と
ど
か
 

な
い
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
 

日
本
人
成
年
男
子
の
喫
煙
率
 

は
先
進
国
で
は
抜
き
ん
出
て
高
 

い
。
約
六
割
で
あ
る
。
欧
米
の
 

多
く
の
国
が
三
割
台
な
の
に
比
 

ベ
る
と
異
常
に
高
い
。
し
か
も
、
 

た
ば
こ
を
吸
う
人
の
年
齢
は
 

年
々
若
年
化
し
て
い
る
。
高
校
 

生
か
ら
中
学
生
、
最
近
で
は
小
 

学
生
に
ま
で
広
が
つ
て
い
る
と
 

聞
く
。
由
々
し
き
問
題
だ
。
十
 

代
で
た
ば
こ
を
覚
え
れ
ば
、
そ
 

の
害
は
究
め
て
高
い
。
ア
ル
コ
 

1ル
の
自
販
機
も
撤
廃
す
べ
き
 

だ
。
自
由
に
野
放
し
に
し
て
お
 

い
て
、
「
飲
酒
は
一
一
十
歳
を
過
ぎ
 

て
か
ら
」
な
ど
と
い
う
の
は
 

空
々
し
い
。
 

大
蔵
省
や
業
界
の
反
発
が
予
 

想
さ
れ
る
が
、
「
国
民
の
健
康
を
 

守
る
立
場
」
か
ら
、
不
退
転
の
 

決
意
で
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。
 

国
民
は
そ
の
成
否
を
見
守
っ
て
 

い
る
。
 

^
平
成
五
年
度
の
日
本
対
ガ
 

ン
！
4̂？
賞
は
、
五
氏
、
三
団
体
 

に
贈
ら
れ
た
。
の
常
任
世
 

話
人
志
賀
信
雄
氏
(
栃
木
県
保
 

健
衛
生
138問
)と
宫
下
 

美
生
氏
(
長
野
県
成
人
病
予
防
 

攀
常
務
理
事
)の
一
一
人
が
選
 

ば
れ
た
。
 

士
&賀
氏
は
、
一
九
七
六
年
、
 

栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団
の
 

初
代
理
事
長
に
就
任
。
が
ん
予
 

防
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
、
推
 

進
に
努
め
た
。
七
六
&̂
時
は
 

1一
万
四
千
人
だ
っ
た
受
診
者
 

を
一
一
卜
三
万
五
千
人
に
し
た
。
 

宫
下
氏
は
、
六
十
ま
半
ば
 

か
ら
胃
癌
検
診
に
協
力
、
市
医
 

師
会
内
に
読
影
委
員
を
組
織
 

し
て
、
が
ん
予
防
と
検
診
の
重
 

要
性
を
啓
発
し
た
。
 

七
五
年
か
ら
は
長
野
県
成
 

人
病
予
防
協
会
の
検
診
精
度
 

の
向
上
に
尽
く
し
、
同
氏
の
指
 

導
に
よ
る
！
I：
集
検
は
ー
一
百
万
 

人
に
達
し
た
。
 

を
欧
米
諸
国
で
や
っ
た
と
し
た
 

ら
、
大
変
高
価
で
、
技
術
の
方
 

は
、
超
一
流
の
病
院
で
も
、
日
 

本
の
平
均
的
な
開
業
医
の
レ
べ
 

ル
に
達
し
て
い
な
い
。
こ
う
い
 

う
現
状
は
、
日
本
人
で
す
ら
知
 

ら
な
い
人
も
い
る
ぐ
ら
い
だ
か
 

ら
、
外
国
人
に
判
ら
な
く
て
も
 

無
理
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

外
国
人
に
も
判
り
難
い
、
こ
 

れ
ら
の
三
点
の
要
因
が
、
日
本
 

の
早
期
胃
癌
，
早
期
食
道
癌
の
 

外
国
人
か
ら
み
た
ら
天
文
学
的
 

な
発
見
数
の
増
大
に
つ
な
が
つ
 

て
い
る
の
だ
。
 

X
線
.
内
視
鏡
の
高
い
水
準
 

の
技
術
が
バ
ッ
ク
に
あ
る
か
ら
 

こ
そ
、
集
団
検
診
も
効
果
が
あ
 

が
つ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
 

め
て
認
識
す
る
こ
と
も
必
要
で
 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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がん細胞 

退治に新手\ 

病院数一万を割る 

医療施設調査で分る 
診
療
所
は
八
四
、
七
八
三
施
設
 

の
う
ち
八
三
、
三
九
四
施
設
二
 

般
診
療
所
総
数
の
九
八
. 

四
冗
)
、
歯
科
診
療
所
は
五
五
、
 

六
五
〇
施
設
の
う
ち
五
五
、
〇
 

〇
一
一
施
設
(
歯
科
診
療
所
総
数
 

の
九
八
.
八
冗
)
が
活
動
中
で
 

あ
る
。
 

I般
診
療
所
の
無
床
化
進
む
 

全
国
の
医
療
施
設
数
は
一
四
 

八
、
三
五
九
施
設
で
、
昨
年
に
 

比
べ
二
、
五
四
二
施
設
増
加
し
 

て
い
る
。
 

病
院
は
九
、
九
六
三
施
設
で
 

前
年
に
比
べ
一
〇
三
施
設
二
 
，
 

0
冗
〉
減
少
し
、
一
般
診
療
所
 

は
八
三
、
三
九
四
施
設
で
一
、
 

一
一
七
六
施
設
、
歯
科
診
療
所
は
 

五
五
、
00一

 一
施
設
で
一
、
三
 

六
九
施
設
(
一
一
，
六
冗
)
と
前
 

年
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
 

る
。
 

医
療
施
設
の
種
類
別
に
み
る
 

と
、
精
神
病
院
が
一
、
〇
五
二
 

施
設
で
前
年
に
比
べ
六
施
設
 

8
 1六
冗
)増
加
し
た
が
、
 

一
般
病
院
は
八
、
八
七
七
施
設
 

で

 一
0四
施
設
ニ
ニ
一

 冗
)、
 

伝
染
病
院
七
施
設
で
三
施
設
 

(三
0冗
】
、
結
核
療
養
所
は
十
 

一
施
設
で
二
施
設
二
五
.
 

四
冗
)
と
前
年
に
比
べ
、
そ
れ
 

ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。
 

一
般
診
療
所
は
有
床
診
枓
所
 

が
ー
三
一
、
一
五
一
施
設
で
前
年
 

に
比
べ
ニ
ー
 八
施
設
5

 ，
 

九
冗
)
減
少
し
、
無
床
診
療
所
 

は
六
〇
、
一
一
四
三
施
設
で
、
前
 

年
に
比
べ
一
、
四
九
四
施
設
 

(
二
.
五
)
増
加
し
て
お
り
、
 

一
般
診
療
所
の
無
床
化
I
一

 般
 

診
療
所
数
の
七
一
丁
 二冗
)が
 

さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。
 

平
成
11年
度
ビ
︱
ク
 

年
次
推
移
を
み
る
と
、
病
院
 

は
昭
和
一
一
十
八
年
の
調
査
開
始
 

以
来
毎
年
増
え
統
け
た
が
、
平
 

成
一
一
年
を
ピ
Iク
に
、
そ
の
後
 

減
少
に
転
じ
、
平
成
四
年
は
一
 

万
施
設
を
割
っ
た
。
 

廃
止
.
休
止
の
病
院
を
規
模
 

別
に
み
る
と
、
五
十
床
未
満
の
 

中
小
病
院
が
七
四
冗
を
占
め
、
 

二
百
床
以
上
は
三
施
設
(
二
冗
)
，
 

に
過
ぎ
な
い
。
総
病
院
数
を
種
 

類
別
に
み
る
と
、
医
療
法
人
は
 

八
十
一
一
施
設
増
え
て
い
る
も
の
 

1̂個
人
病
院
は
百
八
十
施
設
 

て
い
る
。
 

医
療
の
考
え
の
変
革
を
 

行
天
氏
 

老
人
医
療
を
ど
う
す
る
 

第
三
十
I回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
(
九
月
二
十
二
日
、
神
戸
 

市
)
教
育
講
演
で
、
2

 4

 
X
解
説
委
員
行
天
良
雄
氏
は
「
こ
れ
か
ら
の
 

医
療
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
医
療
以
外
の
技
術
の
変
化
は
 

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
、
日
本
だ
け
で
な
く
国
際
支
援
に
 

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
齢
化
の
推
進
と
と
も
に
が
ん
は
 

さ
ら
に
ふ
え
る
だ
ろ
う
。
老
化
と
い
う
生
命
現
象
に
ど
う
ァ
プ
口
 

︱

チ
 

す
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
問
題
だ
」
な
ど
と
。
こ
れ
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

卜
Iタ
ル
と
し
て
人
間
を
 

こ
の
三
十
年
を
振
り
返
え
る
 

と
、
は
じ
め
の
頃
は
一
一
年
分
、
 

三
年
分
の
速
さ
で
進
ん
だ
。
現
 

在
は
過
去
の
五
年
か
ら
十
年
、
 

あ
る
分
野
で
は
ま
さ
に
数
十
年
 

の
速
さ
で
進
ん
で
い
る
。
来
世
 

紀
ま
で
あ
と
数
年
で
す
け
れ
ど
 

も
、
そ
れ
ま
で
技
術
の
変
化
、
 

制
度
の
変
化
な
ど
、
医
療
は
ど
 

の
よ
う
に
変
化
す
る
だ
ろ
う
 

か
。
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
で
 

あ
る
。
 

お
医
者
さ
ん
と
い
う
言
葉
の
 

代
名
詞
に
「
か
ぜ
ひ
き
」
「
は
ら
 

い
た
」
と
い
う
も
の
を
対
象
に
 

す
る
医
師
が
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
 

い
つ
の
間
に
か
「
か
ぜ
ひ
き
」
 

「
は
ら
い
た
」
の
お
医
者
さ
ん
 

は
一
一
流
で
あ
つ
て
、
も
つ
と
違
 

つ
た
も
の
を
求
め
る
の
が
本
当
 

だ
と
い
つ
た
時
期
が
あ
り
ま
 

す
。
だ
が
、
今
再
び
専
門
医
と
 

一
般
医
、
個
々
の
臓
器
を
み
る
 

よ
り
も
、
レ
-1タ
ル
と
し
て
の
 

人
間
を
診
な
け
れ
ば
い
け
な
い
 

と
い
う
、
大
き
な
変
動
が
明
ら
 

か
に
起
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

本
質
問
履
に
ど
こ
ま
で
 

が
ん
は
早
く
見
つ
け
、
可
能
 

な
限
り
取
っ
て
し
ま
う
、
そ
し
 

て
薬
で
た
た
く
、
放
射
線
で
お
 

さ
え
込
む
と
か
、
当
然
た
ど
る
 

べ
き
医
療
の
パ
タ
︱
ン
は
進
ん
 

で
参
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
 

う
し
た
対
症
的
、
対
物
的
展
開
 

だ
け
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
本
 

質
に
迫
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
い
う
こ
と
で
，
分
子
生
物
学
 

的
分
野
、
当
然
遺
伝
子
を
中
心
 

と
す
る
研
究
、
開
発
が
も
の
す
 

ご
い
ス
ピ
︱
ド
で
進
ん
で
お
り
 

ま
す
。
恐
ら
く
こ
れ
が
十
年
一
 

昔
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
具
現
 

す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
あ
る
 

面
で
は
期
侍
さ
れ
て
お
り
ま
す
 

け
れ
ど
も
、
先
走
っ
た
研
究
と
 

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
本
質
 

問
題
に
ど
こ
ま
で
迫
れ
る
か
と
 

い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
医
 

療
で
一
番
大
き
な
問
題
に
な
つ
 

て
く
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
 

が
ん
は
間
違
い
な
く
ふ
え
る
 

ま
ち
が
い
な
く
こ
れ
か
ら
動
 

い
て
行
く
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
 

一
一
点
は
次
の
通
り
で
す
。
第
一
 

点
は
現
状
は
当
分
続
く
だ
ろ
う
 

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
九
0年
 

代
の
終
り
ま
で
私
共
は
人
類
史
 

上
空
然
の
早
さ
で
高
鈴
化
を
実
 

現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
加
速
し
 

て
行
く
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
 

す
。
し
た
が
っ
て
一
一
〇
0五
年
 

ぐ
ら
い
ま
で
は
人
口
の
上
昇
が
 

な
お
統
き
、
平
均
寿
命
に
多
少
 

の
ブ
レ
は
出
て
も
，
総
平
均
か
 

ら
見
る
と
一
応
横
バ
ィ
、
や
や
 

上
向
き
の
横
バ
イ
が
予
想
さ
れ
 

て
お
り
ま
す
。
そ
、
つ
な
り
ま
す
 

と
疾
病
構
造
の
激
変
は
な
お
続
 

き
、
死
亡
順
位
に
占
め
る
が
ん
 

の
割
合
は
圧
倒
的
に
大
き
な
割
 

合
で
ふ
え
続
け
る
だ
ろ
う
と
予
 

想
さ
れ
る
。
俗
に
成
人
疾
患
と
 

い
わ
れ
て
い
る
三
つ
を
軸
に
、
 

七
五
〜
八
〇
％
総
死
を
お
さ
え
 

て
行
く
"」
ろ
う
。
し
か
も
、
総
 

死
亡
の
主
力
は
七
〇
〜
八
0冗
 

は
高
齢
者
に
限
ら
れ
る
。
 

医
療
保
険
は
世
界
I
 

医
療
保
険
は
平
均
的
に
見
 

て
、
平
等
性
の
点
か
ら
い
つ
て
 

も
、
日
本
は
高
い
と
い
う
こ
と
 

申
し
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。
し
 

か
も
、
負
担
率
の
高
さ
と
給
付
 

率
の
高
さ
と
い
う
点
で
は
、
日
 

本
の
医
療
保
険
は
世
界
に
冠
た
 

る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
 

れ
だ
け
長
い
間
、
三
十
年
以
上
 

に
わ
た
つ
て
一
つ
の
医
療
制
度
 

が
激
変
す
る
社
会
の
中
で
続
い
 

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
当
然
 

な
が
ら
、
矛
盾
、
撞
着
が
た
く
 

さ
ん
あ
り
ま
し
て
、
多
く
の
問
 

題
点
と
疑
問
も
か
か
え
過
ぎ
て
 

い
る
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
蒈
通
の
人
間
が
普
 

通
に
病
気
に
な
る
不
安
に
お
の
 

の
き
、
か
つ
現
実
に
病
に
倒
れ
 

た
、
あ
る
い
は
最
後
に
迎
え
ね
 

ば
な
ら
な
い
死
と
い
う
も
の
を
 

覚
悟
し
た
時
に
、
今
日
日
本
が
 

維
持
し
続
け
た
医
療
保
険
制
度
 

ぐ
ら
い
完
備
し
た
も
の
は
、
先
 

ず
人
類
の
歴
史
で
初
め
て
で
あ
 

り
ま
す
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う
 

な
制
度
が
続
く
で
あ
ろ
う
と
い
 

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

避
け
ら
れ
ぬ
国
廉
支
援
 

と
こ
ろ
が
、
国
際
的
な
立
場
、
 

特
に
つ
い
て
最
近
あ
り
ま
し
た
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
&̂
ビ
0、
ァ
ラ
 

フ
ァ
ト
議
長
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
 

の
和
平
工
作
。
こ
う
い
つ
た
問
 

題
に
関
し
て
、
日
本
は
武
力
支
 

援
ゃ
介
入
が
で
き
な
い
憲
法
を
 

持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
然
 

そ
れ
に
代
る
べ
き
経
済
的
支
援
 

以
外
に
は
な
い
。
ァ
ラ
フ
ァ
ト
 

議
長
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
和
平
に
 

対
す
る
演
説
の
中
で
、
日
本
の
 

経
済
援
助
に
十
分
に
期
待
し
た
 

い
、
と
う
い
こ
と
で
し
た
。
こ
 

う
い
う
問
題
は
国
際
的
に
み
て
 

奇
異
な
問
題
で
は
な
い
わ
け
で
 

す
。
国
際
支
援
に
対
し
て
、
私
 

共
の
日
常
生
活
に
無
関
係
と
い
 

つ
て
い
い
よ
う
な
膨
大
な
支
出
 

が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
日
本
の
 

立
場
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
ほ
う
。
 

き
の
う
今
日
と
国
会
で
も
話
 

題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
減
税
、
 

消
費
税
率
の
ア
ッ
プ
、
そ
の
ほ
 

か
の
問
題
を
ミ
ッ
ク
ス
し
な
が
 

ら
激
し
い
財
源
問
題
に
ぶ
っ
か
 

り
、
国
際
的
に
日
本
が
孤
立
で
 

き
な
く
な
つ
て
い
る
状
況
の
中
 

で
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
ぅ
大
 

き
な
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
つ
 

て
、
言
葉
を
非
常
に
シ
ン
プ
ル
 

に
言
え
ば
、
人
類
史
上
空
前
の
 

高
齢
加
速
は
疾
病
構
造
の
変
化
 

と
疾
病
対
象
の
変
化
を
ど
う
待
 

つ
か
と
い
う
こ
と
が
一
つ
と
、
 

今
後
医
療
保
険
制
度
に
関
し
て
 

医
療
側
が
余
り
に
も
大
き
な
期
 

待
を
持
つ
て
い
る
の
と
は
違
つ
 

た
大
き
な
衝
撃
が
日
本
の
国
際
 

孤
立
を
防
ぐ
と
い
う
一
つ
の
生
 

き
ざ
ま
の
中
に
反
央
さ
れ
て
く
 

る
だ
ろ
う
、
こ
の
一
一
点
は
間
違
 

い
な
い
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
 

る
。
 

問
題
は
〃
老
人
医
療
"
 

イ
ン
フ
ォ
Iム
ド
，
コ
ン
セ
 

ン
ト
(
説
明
と
同
意
)
は
ァ
メ
 

リ
カ
と
日
本
と
で
は
、
多
少
二
 

ュ
ア
ン
ス
が
違
つ
て
お
り
ま
 

す
。
日
本
の
場
合
で
は
、
医
師
 

が
相
当
に
力
を
入
れ
て
説
明
を
 

行
つ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
 

患
者
も
同
席
し
た
家
族
も
八
 

〇
冗
以
上
は
理
解
で
き
て
い
な
 

か
つ
た
、
と
い
う
数
字
が
こ
と
 

し
初
め
の
公
衆
衛
生
学
会
で
報
 

告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
情
報
提
 

供
と
い
う
も
の
は
単
純
な
提
供
 

で
は
な
く
て
、
人
間
と
人
間
と
 

の
接
点
を
前
提
と
し
て
い
る
と
 

こ
ろ
に
、
医
療
情
報
提
供
の
む
 

ず
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
 

タ
︱
ミ
ナ
ル
，
ケ
ア
は
ガ
ん
 

が
主
力
に
な
っ
て
お
り
ま
す
 

が
、
ホ
ス
ピ
ス
と
い
う
事
柄
で
 

は
な
く
て
、
普
通
の
全
人
格
的
 

な
全
人
間
的
な
医
療
と
い
う
も
 

の
が
、
は
じ
め
て
具
体
的
に
問
 

わ
れ
始
め
て
い
る
の
が
今
で
 

す
。
し
か
も
、
先
般
あ
る
人
が
 

「
が
ん
は
慢
性
の
病
気
に
変
つ
 

た
と
い
つ
て
も
い
い
で
す
ね
」
 

と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
 

し
た
。
が
ん
は
あ
っ
と
い
う
間
 

に
亡
く
な
る
の
で
は
な
く
し
、
 

非
常
に
長
く
て
本
人
も
或
程
度
 

理
解
さ
れ
て
、
し
か
も
そ
の
中
 

で
、
が
ん
の
末
期
に
向
つ
て
 

徐
々
に
体
力
が
落
ち
る
と
：
^̂
 

の
で
は
な
く
、
或
程
度
社
八
，
 

発
表
に
よ
る
と
、
や
り
方
は
 

①
遺
伝
子
操
作
で
マ
ウ
ス
の
細
 

胞
を
、
特
別
に
改
造
し
た
へ
ル
 

ぺ
ス
ウ
ィ
ル
ス
を
量
産
す
る
よ
 

う
に
変
え
る
②
こ
の
細
胞
ご
と
 

患
者
の
脳
し
ゅ
よ
う
の
そ
ば
に
 

注
入
す
る
③
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
 

は
、
激
し
く
分
裂
す
る
も
の
だ
 

け
に
感
染
す
る
の
で
、
脳
の
中
 

で
は
健
康
な
細
胞
に
は
目
も
く
 

れ
ず
、
が
ん
細
胞
に
感
染
す
る
 

④
ウ
ィ
ル
ス
が
っ
く
る
物
質
を
 

標
的
と
す
る
薬
を
患
者
に
与
 

え
、
が
ん
細
胞
だ
け
を
や
つ
つ
 

け
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
つ
 

て
い
る
。
(
口
ン
ド
ン
リ
朝
リ
) 

活
を
持
ち
な
が
ら
，
限
界
を
越
 

え
た
と
こ
ろ
で
急
激
に
ま
た
落
 

ち
て
行
く
と
い
う
パ
タ
︱
ン
を
 

と
る
と
い
う
の
が
非
常
に
ふ
え
 

て
い
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
 

は
、
タ
︱
ミ
ナ
ル
，
ケ
ア
の
成
 

果
だ
ろ
、
？
\1思
つ
て
お
り
ま
す
。
 

日
本
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
 

は
長
期
の
ケ
ア
，
サ
Iビ
ス
を
 

中
心
と
す
る
老
人
医
療
で
す
。
 

小
児
科
と
一
般
内
科
の
時
代
 

が
長
く
続
き
、
子
ど
も
だ
か
ら
 

薬
は
半
分
、
あ
る
い
は
三
分
の
 

一
で
す
む
と
い
う
子
ど
も
対
象
 

の
小
児
医
療
と
い
う
も
の
は
、
 

感
染
症
中
心
型
か
ら
間
も
な
く
 

免
疫
、
栄
養
、
そ
し
て
人
格
の
 

問
題
ま
で
方
向
を
変
え
つ
つ
あ
 

り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
老
人
と
 

い
う
の
は
、
大
人
の
年
を
取
つ
 

て
人
と
い
う
扱
い
を
し
て
い
る
 

現
在
の
日
本
は
ま
だ
無
理
で
、
 

も
っ
と
違
っ
た
形
で
の
高
齢
、
 

老
化
と
い
う
も
の
の
恐
怖
に
あ
 

る
人
々
に
対
し
て
生
命
現
象
を
 

中
心
と
す
る
ァ
プ
口

 

︱

チ

は

ど
 

、
つ
す
る
办
と
い
、
つ
こ
と
は
こ
 

れ
か
ら
は
じ
ま
る
段
階
で
す
。
 

00；
 

が
ん
細
胞
に
ウ
ィ
ル
ス
を
感
 

染
さ
せ
、
ウ
ィ
ル
ス
遺
伝
子
の
 

作
る
た
ん
ぱ
く
質
を
標
的
と
す
 

る
薬
で
が
ん
細
胞
を
や
つ
つ
け
 

る
︱
︱
こ
ん
な
新
手
の
遺
伝
子
 

治
療
が
脳
し
ゆ
よ
う
患
者
で
効
 

果
が
現
れ
て
い
る
と
、
英
バ
ー
 

ミ
ン
ガ
ム
で
開
か
れ
て
い
る
国
 

際
遺
伝
学
会
議
で
、
南
カ
ル
フ
 

オ
ル
二
ァ
大
の
ド

ア̂
ン
ダ
.I 

ソ
ン
博
士
が
発
表
し
た
。
 

こ
の
方
法
に
取
り
組
ん
で
い
 

る
の
は
米
国
立
保
健
研
究
所
 

(：
2:I3！
")な
ど
の
ダ
ル
Iプ
。
 

動
物
実
験
で
は
成
功
が
伝
え
ら
 

れ
て
い
た
が
、
治
療
報
告
は
初
 

め
て
。
 

こ
の
と
こ
ろ
減
り
続
け
て
い
 

る
病
院
の
数
が
遂
に
一
万
施
設
 

を
割
っ
た
こ
と
が
、
厚
生
省
の
 

一

九

九

二

年

(
平

成

四

年

)
の
 

医
療
調
査
で
分
っ
た
。
経
営
難
 

か
ら
診
療
所
に
移
行
す
る
な
 

ど
、
経
済
的
な
理
由
が
ほ
と
ん
 

ど
で
、
病
院
の
減
少
傾
向
が
明
 

ら
か
に
な
つ
た
。
 

病
院
I
万
を
割
る
 

昨

十̂
月
一
日
現
在
で
調
べ
 

た
全
！
：
の
医
療
施
設
の
総
数
は
 

一
五
〇
、
四
五
一
施
設
。
そ
の
 

う
ち
「
休
止
，
一
年
以
上
休
診
 

中
」
の
施
設
を
除
い
た
活
動
中
 

の
施
設
は
一
四
八
、
三
五
九
施
 

設
(
医
療
施
設
総
数
の
九
八
，
 

六
き
。
 

病
院
は
一
〇
、
〇
一
八
施
設
 

の
う
ち
九
、
九
六
三
施
設
(
病
 

院
総
数
の
九
九
.
五
冗
)
、
一
般
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集団検診に最適なダブルガンマタイプと超离感度タイプ 

0「は高鮮较度で豊かな階調を持った、90秒処理が 
可能なダブルガンマタイプの才ルソフィルムです。 
誊幅広いラチチュードにより、胸部撮影や胃部造影撮 
影にご"̂用いただけます。 

0「屮は0 「の優れた写真特性を基本にポリエステル 
ベースを採用し、集団検診の作業能率向上に役立つ 
長尺巻きのI丄スポットカメラ専用の才ルソフィルム 
です。 

05は被曙線量を^減し、超裹慼度を誇るミラーカメラ 
専用の才ルソフィルムです。 
拿胸部造影をはじめ、胃部造彩撮影に適した写真特 
性をそなえています。 
き超高感度にもかかわらず粒状性に優れ、カブリも少 
なくクリア一な写真が得られます。 

コニカ株式5社 
6京都新宿区西新宿1-26-2 丁巳し|0313349-5175【代） 

' フィルな ( 間接撮影用） 

(はぶおは約てす 

胃 癌 、 胃 ポ リ ー プ 、 萎 縮 性 胃 炎 な 

ど 、 胃 粘 膜 に 萎 縮 を 伴 ラ 疾 患 の 

指標として有用です。 

ぺ ブ シ ノ ゲ ン ト リ ア ビ ー で 

ぺ ブシノゲン I ' リ アビーズ 

体外診断用放射性医薬品 

3 タ イ ナ ボ ッ ト 株 式 会 社 9105東京都,巷区虎ノ門3-8-21第33森ヒゾ 

診断薬'機器事業部な0 3^ 3 7^化(大代〉 

窪田博吉部長 

胃集検全国集計対象接関の区分（平成3年度） 

機関数 

間接集検0 直接籮検。 

性，年令01に受診者.要糖梭者，精検 
^ 56見，痊菪者 !̂され，且 
つ68者の儀人票の聳っているもの 

333 

郎战） 
127 

110性年令91にがされていないもの 

0161集検3のみ？)明するちの 10 10 

針 358 146 

人
の
う
ち
、
地
域
検
診
は
三
三
 

三
万
人
、
職
域
は
一
一
五
一
万
人
 

で
、
前
者
が
五
七
冗
を
占
め
て
 

い
る
。
 

両
者
を
比
較
す
る
と
、
要
請
 

検
率
は
地
域
が
一
三
，
九
X
、
 

職
域
が
一
三
，
七
冗
。
精
検
受
 

診
率
は
地
域
が
八
三
，
四
X
、
 

職
域
が
六
〇
，
八
冗
と
、
両
者
 

に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
、
職
 

域
險
診
に
お
け
る
一
次
検
診
後
 

の
監
理
や
追
跡
調
査
の
不
備
が
 

今
回
の
集
計
結
果
か
ら
も
指
摘
 

さ
れ
る
。
 

胃
癌
発
見
悦
は
職
域
〇
，
0
 

六
冗
で
、
地
域
の
〇
^
一

 
五
X
 

の
約
三
分
の
一
で
あ
る
。
早
期
 

胃
癌
の
頻
度
は
地
域
検
診
が
五
 

五
.五
X
、
職
域
は
五
丁
二

 ̂

で
あ
っ
た
。
 

治
癒
切
除
は
九
0呢
 

集
発
見
胃
癌
に
対
し
て
、
外
 

科
的
治
療
を
受
け
た
も
の
は
 

五
、
五
三
一
例
中
、
五
、
一
一
四
 

〇
例
、
九
五
冗
で
、
内
視
鏡
的
 

治
療
は
一
六
一
一
例
、
三
冗
だ
つ
 

た
。
集
検
発
見
胃
癌
に
対
す
る
 

外
科
的
手
術
の
種
類
別
頻
度
を
 

み
る
と
治
癒
切
除
は
五
、
一
一
四
 

た
が
、
こ
れ
は
昨
年
の
検
診
で
 

指
示
し
た
一
一
次
検
診
を
受
診
し
 

な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。
 

何
故
こ
ん
な
結
果
が
出
た
の
 

か
考
え
る
と
今
度
こ
そ
夜
も
眠
 

れ
な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。
 

単
純
に
い
え
ば
、
間
接
撮
影
 

よ
り
直
接
撮
影
の
方
が
精
度
が
 

よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
 

刀
両
断
、
明
快
な
結
論
と
い
え
 

る
。
 

と
こ
ろ
が
、
若
し
そ
う
だ
と
 

す
る
と
説
明
出
来
な
い
こ
と
が
 

あ
る
。
私
ど
も
は
集
団
検
診
の
 

ほ
か
に
人
間
ド
ッ
ク
も
行
な
つ
 

て
い
て
、
こ
の
場
合
の
胃
撮
影
 

は
直
接
で
あ
る
。
昨
年
度
は
約
 

七
千
例
で
あ
つ
た
が
、
胃
癌
発
 

見
率
は
今
回
の
丁
社
の
場
合
に
 

は
か
る
に
及
ば
な
い
。
 

撮
影
に
使
う
器
機
、
検
査
の
 

環
境
、
対
象
人
数
な
ど
何
れ
を
 

較
べ
て
も
今
回
の
出
張
撮
影
は
 

人
間
ド
ッ
ク
の
そ
れ
よ
り
も
劣
 

悪
で
あ
っ
た
。
 

物
理
等
で
は
あ
る
理
論
を
実
 

験
で
確
か
め
て
い
く
際
に
予
想
 

外
の
数
値
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
 

こ
の
場
合
理
論
構
成
に
都
合
が
 

大̂
腸
前
年
比
四
万
人
増
 

I平
成
三
年
度
に
行
わ
れ
た
大
 

腸
集
検
の
総
数
は
一
、
〇
五
一
I、
 

五
八
三
人
で
、
前
回
に
比
べ
約
 

一
一
四
万
人
ふ
え
て
い
る
。
便
潜
 

血
反
応
陽
性
率
は
六
，
〇
七
X
、
 

大
腸
癌
発
見
は
一
、
三
一
七
人
、
 

〇
.一
三
冗
。
う
ち
早
期
大
腸
 

癌
の
割
合
は
五
0
 
，
五
冗
。
地
 

域
検
診
の
発
見
率
は
0
，
一
 

四
冗
で
、
職
域
の
〇
，
〇
八
冗
 

に
比
べ
高
い
数
値
を
示
し
て
い
 

る
。
早
期
癌
の
割
合
は
職
域
が
 

五
五
.二
冗
で
、
地
域
の
四
二
. 

一
冗
に
比
べ
、
一
三
.一
冗
も
 

高
く
な
つ
て
い
る
。
. 

八
0
歳
以
上
を
除
き
、
大
腸
 

癌
発
兄
率
は
加
齢
と
と
も
に
上
 

昇
し
て
い
る
。
早
期
大
腸
癌
の
 

割
合
は
、
三
五
歳
か
ら
三
九
歳
 

ま
で
の
年
齢
層
に
ピ
Iク
が
み
 

ら
れ
、
前
回
に
比
べ
、
五
五
歳
 

以
上
の
年
齢
層
で
の
早
期
癌
の
 

割
合
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。
 

原
発
性
肝
癍
は
X̂
 

肝
胆
脬
の
受
診
者
は
、
六
五
 

〇
、
三
一
一
六
人
。
原
発
性
肝
癌
 

一
一
六
人
、
〇

〇̂
一
一
冗
で
、
 

約
一
万
に
二
人
の
割
合
。
肝
硬
 

変
は
三
八
三
人
、
？
〇
六
冗
。
 

胆
の
う
癌
一
九
人
、
陴
癌
ー
一
一
一
 

人
。
そ
の
他
脂
肪
肝
七
.四
冗
、
 

肝
の
う
胞
五
.〇
冗
、
胆
石
一
一
.
 

四
冗
、
胆
の
う
ポ
リ
︱
プ
四
，
 

七
冗
と
な
っ
て
い
る
。
 

せ
て
、
日
常
診
療
か
ら
末
期
医
 

療
に
い
た
る
医
療
の
あ
ら
ゆ
る
 

局
面
に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
 

の
十
分
な
説
明
に
よ
る
患
者
の
 

理
解
と
同
意
の
も
と
に
医
療
を
 

行
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
 

医
療
関
係
者
、
法
律
関
係
者
、
 

有
識
者
か
ら
な
る
検
討
会
を
設
 

置
し
、
以
下
の
.項
目
等
に
つ
い
 

て
検
討
す
る
。
 

1
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
 

ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
セ
ン
ト
 

の
現
状
 

.イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
コ̂
ン
 

セ
ン
ト
の
概
念
の
明
確
化
 

，
イ
ン
フ
ォ
Iム
ド
.コ
ン
 

セ
ン
ト
の
意
義
、
効
用
 

.イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
 

セ
ン
ト
が
必
要
と
さ
れ
る
 

場
合
 

，
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
 

セ
ン
ト
の
望
ま
し
い
在
り
 

方
な
ど
。
 

査
を
し
た
の
か
、
記
事
か
ら
は
 

分
ら
な
か
っ
た
。
無
論
、
選
挙
 

る
異
変
が
起
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
昨
年
の
後
半
か
ら
そ
 

だ
か
ら
シ
ロ
ウ
ト
は
困
る
の
 

だ
と
嘆
い
て
み
た
が
、
こ
の
あ
 

胃
集
検
の
現
場
か
ら
^
 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

消
化
診
断
部
長
 

に
な
ん
ぞ
行
っ
て
い
ら
れ
な
い
 

と
い
う
解
答
の
方
が
多
か
っ
た
 

の
だ
が
、
身
内
を
災
害
で
失
な
 

つ
た
人
を
つ
か
ま
え
て
そ
ん
な
 

質
問
が
よ
く
出
来
た
も
ん
だ
と
 

そ
れ
だ
け
腹
が
立
っ
た
。
天
変
 

地
異
は
悪
政
の
故
だ
と
す
る
の
 

は
中
国
の
古
い
思
想
だ
が
、
こ
 

の
記
事
は
そ
う
い
う
こ
と
に
一
一
ー
|1
 

及
し
て
も
い
な
か
つ
た
。
 

そ
れ
に
し
て
も
、
自
然
の
猛
 

威
の
す
さ
ま
じ
さ
は
地
球
に
や
 

さ
し
く
な
ぞ
と
い
う
標
語
を
使
 

う
人
間
に
対
す
る
痛
烈
な
一
撃
 

と
も
見
え
る
。
ミ
シ
シ
ッ
ピ
︱
 

河
の
洪
水
と
い
い
、
地
球
の
方
 

は
決
し
て
人
間
に
や
さ
し
く
な
 

ん
か
な
い
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
異
変
と
い
え
ば
、
私
 

の
周
囲
究
め
て
狭
い
範
囲
に
あ
 

の
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
た
の
だ
 

が
、
胃
癌
の
発
見
数
の
増
加
で
 

あ
る
。
 

私
が
こ
こ
へ
来
て
一
一
年
後
に
 

発
見
胃
癌
数
は
ピ
︱
ク
に
達
 

し
、
そ
の
後
減
少
し
た
こ
と
は
 

前
に
一
度
書
い
た
こ
と
が
あ
 

る
。
四
年
前
に
底
を
打
っ
て
そ
 

の
後
横
ば
い
だ
っ
た
の
が
再
び
 

増
勢
に
転
じ
て
い
た
の
で
あ
 

る
。
そ
の
異
変
の
な
か
で
、
更
 

に
興
味
深
い
こ
と
が
起
き
た
。
 

丁
社
は
わ
が
国
の
超
一
流
企
 

業
で
あ
る
が
、
そ
の
神
奈
川
支
 

店
の
検
診
を
私
ど
も
は
受
持
つ
 

て
い
る
。
そ
の
丁
社
か
ら
今
年
 

の
胃
癌
検
診
は
直
接
撮
影
で
や
 

つ
て
く
れ
と
依
頼
が
あ
っ
た
。
 

そ
れ
も
検
診
車
で
の
出
張
撮
影
 

を
も
と
め
ら
れ
た
。
 

窪
田
博
吉
 

た
り
が
私
ど
も
の
弱
い
所
で
も
 

あ
る
。
眼
を
つ
ぶ
つ
て
引
受
け
 

る
こ
と
に
し
た
が
、
更
に
追
打
 

ち
が
あ
っ
て
、
期
間
を
限
ら
れ
 

た
か
ら
一
日
の
検
査
人
数
は
間
 

接
な
み
に
な
っ
た
。
 

撮
影
に
当
る
技
師
は
私
が
最
 

も
信
頼
し
て
い
る
？
技
師
を
指
 

名
し
た
の
だ
が
、
も
と
も
と
糖
 

尿
病
持
ち
の
彼
は
こ
の
検
診
で
 

精
魂
つ
か
い
果
し
た
か
検
診
修
 

了
後
入
院
し
て
し
ま
っ
た
。
 

さ
て
、
そ
の
結
果
驚
く
べ
き
 

こ
と
が
起
っ
た
。
検
査
対
象
一
一
 

千
一
一
百
十
七
例
の
な
か
か
ら
胃
 

癌
六
例
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
 

る
。
年
齡
層
は
四
十
才
台
が
大
 

部
分
だ
か
ら
、
こ
の
発
見
率
は
 

高
い
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 

六
例
中
一
例
が
進
行
癌
で
あ
つ
 

悪
け
れ
ば
こ
の
数
値
は
採
用
し
 

な
い
。
た
だ
し
こ
の
デ
Iタ
は
 

捨
て
な
い
で
取
っ
て
お
く
。
後
 

で
こ
れ
が
役
立
つ
。
と
い
う
論
 

説
を
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
 

今
回
は
そ
れ
を
援
用
し
て
し
 

ば
ら
く
推
移
を
見
守
る
こ
と
に
 

し
た
い
。
 

I
 

，
〇
検
討
会
発
足
 

座
長
に
柳
田
邦
男
氏
 

厚
生
省
の
「
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
 

ド

コ̂
ン
セ
ン
ト
の
在
り
方
に
 

関
す
る
検
討
会
」
は
七
月
一
一
十
 

日
、
省
内
会
議
質
で
初
会
合
を
 

開
き
、
座
長
に
柳
田
邦
男
氏
を
 

選
ん
だ
。
席
上
、
丹
羽
雄
哉
厚
 

相
は
医
療
従
事
者
と
患
者
の
信
 

頼
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
の
重
 

要
精
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
 

年
度
中
に
指
針
を
ま
と
め
る
よ
 

う
要
請
し
た
。
 

医
療
技
術
の
高
度
化
や
疾
病
 

構
造
の
変
化
に
伴
い
、
国
民
の
 

医
療
に
対
す
る
二
 

︱
ズ
は
多
様
 

化
、
高
度
化
し
て
い
る
。
患
者
 

の
権
利
意
識
の
高
ま
り
と
合
わ
 

0
例
中
四
、
七
三
三
例
(
九
 

0
冗
ー
で
、
昨
年
よ
り
少
し
ふ
-

え
て
い
る
。
 

発
見
胃
癌
を
大
き
さ
別
で
み
 

る
と
、
長
径
1
8
以
下
の
小
胃
 

癌
が
一
四
.四
冗
、
丁
一
〜
二
-

〇
加
が
一
一
三
.四
冗
で
、
合
わ
 

せ
て
三
七
，
八
冗
で
、
昨
年
の
 

四
五
，
一
X
と
比
べ
、
小
さ
な
 

癌
の
発
見
が
低
下
し
て
い
る
。
 

深
達
度
別
に
み
る
と
五
、
四
 

五
七
例
の
う
ち
、
5癌
が
三
七
.
 

七
纖
8ョ
癌
が
ー
一
七
-一
一
Xで
、
 

合
わ
せ
て
六
四
.九
冗
で
あ
り
、
 

前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
 

酉
年
に
は
異
変
が
多
い
と
い
 

う
。
そ
う
い
え
ば
敗
戦
の
年
は
 

酉
年
だ
っ
た
。
そ
の
酉
年
の
今
 

年
、
年
の
始
め
か
ら
続
い
て
い
て
 

遂
に
自
民
党
分
裂
と
な
っ
た
経
 

過
を
人
間
界
の
大
事
件
と
す
れ
 

ば
、
北
海
道
の
大
地
霧
は
自
然
 

界
に
お
け
る
大
事
件
で
あ
ろ
う
。
 

こ
ん
な
こ
と
は
そ
う
度
々
あ
 

る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
 

に
報
道
に
と
つ
て
は
チ
ャ
ン
ス
 

で
あ
る
と
同
時
に
大
き
な
負
担
 

に
も
な
ろ
、
つ
。
 

だ
か
ら
と
い
つ
て
双
方
を
安
 

直
に
結
び
つ
け
る
の
は
如
何
が
 

な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

某
日
、
某
紙
は
被
災
地
で
島
 

民
一
一
十
人
を
選
ん
で
、
一
一
、
三
 

日
後
に
迫
っ
た
選
挙
に
行
く
か
 

ど
う
か
ア
ン
ケ
̶
ト
調
査
を
し
 

て
い
る
。
 

何
の
目
的
あ
つ
て
そ
ん
な
調
 

第
三
十
I回
日
本
消
 

九
月
二
十
三
日
、
山
田
 

計
報
告
を
し
た
。
¦
群
 

の
精
検
は
八
四
.四
X
。
 

で
依
然
と
し
て
低
い
、
 

一
群
は
九
三
お
に
 

検
診
機
関
の
区
分
で
は
、
追
 

跡
調
査
や
検
診
の
統
計
を
最
も
 

よ
く
行
つ
て
い
る
一
群
は
、
間
 

接
に
よ
る
集
検
機
関
三
五
八
力
 

所
中
三
三
三
施
設
(
九
三
，
 

の
冗
)
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
 

の
九
一
，
八
冗
に
比
べ
る
と
、
 

幾
分
高
く
な
つ
て
い
る
。
各
群
 

二
群
か
ら
三
群
)
の
平
成
三
 

年
度
の
受
診
者
総
数
は
、
丄
ハ
、
 

一
一
五
三
、
〇
八
六
人
。
発
見
胃
 

癌
数
は
六
、
八
三
一
人
〖
〇
，
 

一
〇
九
冗
】
で
あ
り
、
精
検
受
 

診
率
を
一
〇
0と
し
た
場
合
の
 

推
定
数
は
九
、
三
〇
一
人
(
？
 

一
四
九
冗
)
に
な
る
。
 

平
成
三
年
度
は
、
前
年
度
の
 

六
四
六
万
人
と
比
べ
、
約
一
一
〇
 

万
人
減
少
し
て
い
る
。
間
接
X
 

線
装
置
の
使
用
状
況
、
X
線
撮
 

影
法
お
よ
び
装
置
の
稼
働
状
況
 

は
ほ
ぼ
従
来
ど
う
り
。
 

季
大
会
(
神
戸
市
I 

セ
ン
タ
︱
)は
全
I 

え
て
お
り
、
自
機
関
で
 

；
受
診
率
は
六
〇
，
八
X
 

る
。
読
影
状
況
は
昨
年
と
比
べ
 

て
各
項
目
と
も
ほ
ぼ
同
じ
数
货
 

を
示
し
て
い
る
。
 

自
機
関
精
検
八
四
，
四
^
 

精
検
を
6機
関
で
実
施
し
て
 

い
る
所
は
八
四
，
四
X
。
要
請
 

検
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨
は
九
 

一
，
三
冗
。
精
検
結
果
を
正
確
 

る
把
捉
し
て
い
る
所
は
九
五
. 

〇
冗
。
精
検
未
受
診
者
へ
の
受
 

診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
所
は
七
 

九
，
六
X
、
発
見
癌
患
者
へ
の
 

治
療
の
勧
奨
を
積
極
的
に
す
す
 

め
て
い
る
施
設
は
七
九
丄
ニ
冗
、
 

手
術
結
果
の
調
査
を
し
て
い
る
 

と
こ
ろ
は
七
六
^
 0
冗
ま
た
、
 

予
後
調
査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
 

は
三
九
，
七
。
こ
れ
ら
の
数
値
 

は
前
年
に
比
べ
て
、
わ
ず
か
な
 

が
ら
高
く
な
つ
て
い
る
。
 

靉
の
讓
謹
ハ
0八
X 

平
成
三
年
度
の
受
診
者
の
う
 

ち
約
四
〇
万
人
の
個
人
検
診
を
 

除
い
た
五
、
八
四
一
「
九
八
五
 

；
化
器
集
団
検
診
学
会
秋
 

達
哉
氏
(
前
国
立
が
ん
 

は
九
三
X
で
着
実
に
ふ
 

一
し
か
し
、
職
域
の
精
抬
 

こ
と
な
ど
を
話
し
た
。
 

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
七
七
.九
X 

間
接
集
検
を
行
っ
て
い
る
三
 

化
八
機
関
で
は
、
検
診
機
関
に
 

所
属
す
る
医
師
の
み
で
読
影
し
 

て
い
る
所
は
五
九
.七
冗
。
ダ
ブ
 

ル
チ
ヱ
ッ
ク
は
七
七
.九
冗
、
読
 

影
委
員
会
は
、
四
六
.六
冗
の
機
 

関
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。
五
七
-

三
冗
の
機
関
に
は
認
定
医
が
い
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；
季
大
会
は
、
(
九
月
二
 

れ
た
。
席
上
、
会
長
講
 

亿
器
癌
検
診
に
つ
い
て
 

域
や
医
療
過
疎
地
域
で
 

り
、
施
設
検
診
拡
充
の
 

変
な
い
し
そ
れ
に
近
い
慢
性
肝
 

炎
か
ら
発
生
し
、
か
つ
こ
れ
ら
 

の
疾
患
は
九
0冗
程
度
が
ウ
イ
 

ル
ス
8型
、
じ
型
肝
炎
由
来
と
 

さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
平
 

成
三
年
度
か
ら
、
基
本
検
診
の
 

場
を
利
用
し
て
肝
機
能
異
常
者
 

に
対
し
、
883抗
原
と
；
！
3じ
 

V
抗
体
を
検
査
し
、
じ
5で
の
 

肝
硬
変
患
者
を
加
え
て
、
肝
癌
 

の
高
危
険
度
群
と
し
て
追
跡
検
 

診
を
行
っ
て
き
た
。
四
市
町
村
 

で
医
療
機
関
委
託
を
す
る
一
 

方
、
年
二
回
の
出
張
ひ
5検
診
 

と
説
明
会
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
 

に
十
三
例
の
肝
癌
を
発
見
し
、
 

年
一
一
会
じ
3受
診
例
か
ら
は
2
 

マ
台
以
下
の
も
の
が
含
ま
れ
て
 

き
て
い
る
。
 

胆
の
う
癌
の
ス
ク
リ
I二
ン
 

グ
は
じ
5が
最
適
で
あ
る
こ
と
 

は
、
万
人
の
認
め
て
い
る
こ
と
 

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
施
設
で
 

の
じ
3
検
診
で
は
八
例
ー
〇

 ̂

〇
一
冗
)
が
発
見
さ
れ
五
例
が
 

早
期
癌
で
あ
っ
た
。
九
施
設
の
 

ア
ン
ケ
︱
ト
調
査
に
よ
る
と
、
 

発
見
は
〇
，
〇
一
四
冗
、
検
討
 

可
能
症
例
九
一
例
中
十
一
一
例
が
 

術
中
で
偶
然
発
見
さ
れ
、
早
期
 

癌
比
率
は
四
〇
冗
で
あ
っ
た
。
 

五
生
率
が
五
六
，
四
X
と
良
好
 

で
、
お
癌
が
三
一
例
存
在
し
て
 

い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
0：
"八
 

5癌
を
お
組
織
診
し
て
い
る
可
 

能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。
現
状
で
 

は
年
一
回
健
康
者
を
じ
5検
査
 

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

臈
廨
癌
 

十
四
施
設
の
ア
ン
ケ
︱
ト
調
 

査
で
検
討
し
て
み
る
と
、
集
検
 

発
見
癌
は
四
七
例
〖
0
，
〇
 

一
冗
)
で
丁

 I腫
瘍
は
十
一
一
例
 

(三
〇
冗
〉
で
あ
っ
た
。
じ
5
 

に
よ
る
発
見
は
八
一
冗
、
存
在
 

部
位
は
頭
部
で
六
〇
冗
、
X
I 

腫
瘍
で
八
三
X
に
達
し
、
ス
テ
 

︱
ジ
Iが
ー
八
冗
、
有
症
状
は
 

四
四
X
で
あ
っ
た
。
切
除
率
-

生
存
率
と
も
四
九
冗
、
丁
 I踵
 

瘍
で
は
九
一
一
冗
で
あ
る
こ
と
か
 

際
の
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
。
 

弁
護
士
の
塩
野
隆
史
氏
は
 

「
自
分
が
ガ
ン
に
か
か
っ
た
場
 

合
に
，
告
知
〃
を
望
む
人
は
五
 

九
冗
を
占
め
て
い
る
一
一
九
八
 

九
年
四
月
三
日
付
朝
日
新
聞
)
。
 

と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
"告
知
々
 

を
し
て
い
る
医
師
は
い
ま
だ
に
 

少
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。
日
本
 

医
師
会
の
生
命
倫
理
懇
談
会
 

『
説
明
と
同
意
』
に
関
す
る
ァ
 

ン
ケ
︱
ト
《
一
九
九
〇
年
)に
 

よ
れ
ば
、
ガ
ン
を
〃
告
知
，
す
 

る
の
は
患
者
の
う
ち
の
一
〇
冗
 

以
下
で
あ
る
と
答
え
た
医
師
が
 

五
一
罾
八
X
に
の
ぼ
り
、
三
0冗
 

以
下
で
み
る
と
実
に
七
四
，
 

一
Xに
及
ぶ
。
 

ガ
ン
治
療
の
中
核
的
役
割
を
 

担
う
全
国
一
八
の
病
院
に
お
い
 

て
、
ガ
ン
〃
告
知
々
を
し
た
例
 

は
平
均
一
八
X
に
す
ぎ
な
か
つ
 

た
〈
一
九
九
一
一
年
八
月
一
一
七
日
 

朝
日
新
聞
)。
す
な
わ
ち
実
際
に
 

"告
知
〃
す
る
か
否
か
は
医
師
 

の
広
い
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
 

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
 

ガ
ン
の
〃
告
知
〃
の
問
III 

も
は
や
，
，
告
知
4の
態
様
18 

知
4
後
の
精
神
的
、
肉
体
的
ケ
 

ァ
の
問
題
で
あ
る
と
言
つ
て
も
 

過
言
で
は
な
い
。
 

医
師
や
家
族
の
た
め
で
は
な
 

い
「
患
者
の
た
め
の
ガ
ン
告
知
 

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

「
告
知
」
の
後
の
精
神
的
、
肉
 

体
的
ケ
ア
の
充
実
を
は
じ
め
と
 

す
る
、
末
期
医
療
の
研
究
.体
 

制
の
整
備
、
「
告
知
」
後
の
患
者
 

の
ク
オ
リ
テ
ィ
，
ォ
ブ
，
ラ
イ
 

フ
(
生
命
の
質
)
を
高
め
る
た
 

め
の
臨
床
心
理
や
カ
ウ
ン
セ
リ
 

ン
グ
に
つ
い
て
の
研
究
ゃ
教
 

育
、
人
材
の
育
成
な
ど
が
急
務
 

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
、
と
述
 

ベ
て
い
る
。
 

I
，
 
0
は
画
I
的
で
な
く
 

医
療
人
権
セ
ン
タ
I、
コ
ル
 

ム
事
務
局
長
辻
本
好
子
さ
ん
は
 

「
患
者
自
身
に
が
ん
の
病
名
を
 

「
知
ら
せ
る
べ
き
」
と
い
う
こ
 

と
で
も
な
く
、
ま
た
決
し
て
「
知
 

ら
せ
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
 

こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
ず
患
者
が
一
人
ひ
と
り
 

「
個
別
的
な
存
在
」
で
あ
る
こ
 

と
。
そ
し
て
、
お
の
お
の
別
々
 

の
生
い
た
ち
ゃ
人
間
関
係
、
そ
 

癌
告
知
、
取
組
む
と
き
 

0̂

 0

 ，
し
の
充
実
度
増
す
 

が
ん
の
告
知
を
望
む
人
は
年
々
増
え
、
現
在
で
は
六
割
を
越
え
て
い
 

る
。
だ
が
、
が
ん
を
知
ら
さ
れ
て
い
る
人
は
二
割
に
も
達
し
て
い
な
い
。
 

(
厚
生
省
調
べ
)
末
期
が
ん
の
患
者
で
も
数
力
月
か
ら
数
年
の
期
間
が
 

あ
る
。
今
や
四
人
に
一
人
は
が
ん
で
死
ぬ
時
代
に
な
っ
た
。
が
ん
を
隠
 

し
て
お
く
マ
イ
ナ
ス
よ
り
も
、
告
知
し
て
、
患
者
を
サ
ポ
︱
卜
す
る
こ
 

と
が
よ
り
重
要
で
は
な
い
か
。
第
一
回
日
本
ホ
ス
ピ
ス
，
在
宅
ケ
ア
研
 

究
会
の
討
論
か
ら
「
病
名
告
知
と
イ
ン
フ
ォ
︱
厶
ド
.コ
ン
セ
ン
ト
」
 

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
拾
っ
て
み
た
。
 

真
実
、
知
ら
さ
れ
ず
 

会
の
事
務
局
長
梁
勝
則
さ
ん
 

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
を
 

「
知
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
人
 

達
の
半
分
も
真
実
を
知
ら
さ
れ
 

て
い
な
い
」
と
い
う
事
実
か
ら
 

出
発
し
た
い
、
と
い
つ
て
い
る
。
 

さ
ら
に
「
私
た
ち
は
、
医
療
従
 

事
者
も
患
者

市̂
民
も
、
つ
ま
 

り
、
全
て
の
人
び
と
が
、
①
対
 

等
で
あ
る
こ
と
②
多
様
(
個
別
 

的
)
で
あ
る
こ
と
③
自
由
で
あ
 

る
こ
と
を
前
提
に
議
論
を
展
開
 

し
た
い
、
と
話
す
。
 

慎
重
論
の
立
場
か
ら
森
功
院
 

長
(
大
阪
府
八
尾
市
、
医
真
会
 

八
尾
病
院
)
は
、
①
歴
史
的
背
 

景
、
②
宗
教
性
も
含
め
た
現
在
 

の
社
会
的
常
識
、
③
医
療
従
事
 

者
、
特
に
医
師
の
精
神
的
基
盤
、
 

悪
性
腫
瘍
に
罹
患
し
た
患
者
の
 

医
療
機
関
お
よ
び
社
会
に
お
け
 

る
位
置
、
現
在
の
状
況
か
ら
癌
 

告
知
は
、
他
の
疾
病
と
は
異
な
 

り
、
個
々
の
罹
患
患
者
の
精
神
 

的
条
件
を
で
き
る
限
り
客
観
的
 

に
と
ら
え
て
十
分
な
準
備
を
行
 

つ
た
上
で
、
行
わ
れ
る
べ
き
も
 

の
と
考
え
る
」
と
述
べ
た
。
 

が
ん
を
知
る
の
は
権
利
 

近
藤
誠
氏
(
慶
大
放
射
線
科
)
 

は
「
が
ん
と
い
う
病
名
を
知
ら
 

な
い
で
、
患
者
さ
ん
は
自
己
決
 

定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
 

合
の
決
定
は
、
病
名
，
や
余
後
な
 

ど
を
正
確
に
知
っ
た
場
合
の
決
 

定
と
は
異
な
る
だ
ろ
う
。
本
当
 

の
事
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
 

よ
う
な
決
定
は
し
な
か
っ
た
、
 

と
後
悔
す
る
患
者
さ
ん
は
現
に
 

多
々
い
る
。
つ
ま
り
、
病
名
を
 

し
ら
せ
な
い
事
に
よ
り
、
患
者
 

さ
ん
の
権
利
、
人
権
を
侵
害
し
 

て
い
る
の
だ
」
と
い
う
。
 

ま
た
、
近
藤
氏
は
「
千
人
ほ
 

ど
例
外
な
く
病
名
を
知
ら
せ
て
 

き
た
個
人
経
験
で
は
、
何
の
不
 

都
合
も
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
実
 

て
あ
る
。
ま
た
、
一
人
当
り
の
 

医
療
費
は
、
前
年
度
比
七
.四
X
 

增
の
十
六
万
七
千
円
だ
っ
た
。
 

|人
当
り

万̂
7千
円
 

保
険
医
療
費
は
、
保
険
証
を
 

使
っ
て
医
者
に
か
か
っ
た
医
療
 

費
か
ら
、
調
剤
薬
局
の
薬
剤
費
 

を
除
い
た
も
の
。
生
活
保
護
の
 

医
療
费
ゃ
結
核
、
精
神
病
な
ど
 

の
公
费
負
担
医
療
費
な
ど
も
含
 

ま
れ
て
い
な
い
。
国
民
全
体
が
 

一
年
間
に
使
う
国
民
医
療
費
の
 

ほ
ぼ
九
割
に
あ
た
る
。
国
民
一
 

人
当
た
り
に
す
る
と
十
六
万
七
 

千
円
で
、
前
年
よ
り
一
万
一
千
 

円
増
え
た
。
こ
れ
は
平
成
四
年
 

四
月
に
、
実
質
一
一
，
五
冗
の
診
 

療
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
た
の
も
 

一
因
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
 

被
用
者
保
険
ふ
え
る
 

保
険
医
療
制
度
別
に
み
る
 

と
、
健
保
な
ど
の
被
用
者
保
険
 

の
う
ち
、
本
人
分
の
医
療
費
は
 

四
兆
六
千
億
円
で
、
前
年
度
に
 

較
べ
九
，
七
冗
の
増
。
被
用
者
 

保
険
の
家
族
の
医
療
费
は
三
兆
 

八
千
億
円
で
、
伸
び
率
は
六
，
 

四
冗
。
国
民
健
康
保
険
の
医
療
 

费
は
五
兆
七
千
億
円
で
六
，
 

二
冗
増
、
老
人
保
険
制
度
は
六
 

兆
七
千
億
円
で
八
，
五
X
増
え
 

た
。
 

国
保
が
最
高
の
伸
び
 

一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
伸
 

び
を
制
度
別
に
み
る
と
、
高
齡
 

化
社
会
を
反
映
し
て
国
民
健
康
 

保
険
が
八
.〇
冗
と
最
も
高
く
、
 

被
用
者
保
険
の
本
人
及
び
家
族
 

が
七
，
四
X
、
老
人
保
険
四
^
 

四
冗
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
 

が
進
ん
で
い
る
の
に
老
人
保
険
 

の
伸
び
が
低
い
の
は
、
受
診
率
 

に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
老
人
保
 

険
施
設
の
増
加
が
大
き
い
と
厚
 

生
省
は
み
て
い
る
。
 

沖
1
5
6
い
伸
び
率
，
 

都
道
府
県
別
に
医
療
費
の
増
 

加
を
み
る
と
、
対
前
年
度
比
で
 

最
も
伸
び
率
が
高
か
つ
た
の
 

は
、
沖
縛
の
 
一

一

. 一
X
、
次
 

い
で
福
井
九
，
四
冗
、
鳥
取
、
 

山
梨
、
福
岡
の
そ
れ
ぞ
れ
九
1 

一
一
冗
と
な
っ
て
い
る
。
 

伸
び
率
が
低
か
っ
た
の
は
、
 

大
阪
六
.〇
冗
、
京
都
六
.四
X、
 

岩
手
六
，
八
X
、
北
海
道
六
，
 

九
冗
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
 

第
三
十
I回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
；
^ 

二
、
 二
三
、
二
四
の
三
日
間
)神
戸
市
で
行
わ
 

演
で
山
口
労
災
病
院
河
村
奨
氏
は
、
多
項
目
消
；
 

次
の
よ
う
に
話
し
た
。
総
合
消
化
器
検
診
は
職
：
 

は
能
率
的
で
好
評
で
あ
る
が
、
数
に
限
界
が
あ
 

必
要
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

食
道
癌
検
診
 

世
界
の
食
道
癌
は
疫
学
上
一
一
 

つ
の
群
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
 

は
中
等
度
の
危
険
因
子
の
死
亡
 

率
を
示
し
、
喫
煙
、
飲
酒
を
最
 

大
の
危
険
因
子
を
持
つ
男
性
群
 

と
、
他
の
一
つ
は
超
高
死
亡
率
 

を
示
し
、
主
と
し
て
穀
物
主
体
 

で
野
菜
の
乏
し
い
食
生
活
、
土
 

壤
の
欠
陥
等
を
危
険
因
子
に
待
 

つ
男
女
群
が
み
ら
れ
る
。
五
年
 

間
で
ア
ル
コ
︱
ル
依
存
症
男
性
 

一
六
0三
例
に
つ
い
て
、
上
部
 

消
化
器
管
内
視
鏡
査
を
行
い
、
 

七
割
〖
0
 ，
四
四
冗
)の
予
後
 

の
良
い
若
い
年
代
の
食
道
癌
を
 

発
見
し
、
胃
癌
は
五
例
5
 
，
 

三
冗
)
で
あ
っ
た
。
 

胃
癌
検
診
 

昭
和
四
0年
か
ら
2町
、
四
 

四
年
か
ら
5
職
域
、
四
五
年
か
 

ら
2
職
域
で
逐
年
検
診
、
出
張
 

内
視
鏡
精
検
、
管
理
検
診
を
行
 

つ
て
い
る
。
精
度
が
高
く
効
率
 

も
良
く
好
評
で
あ
る
が
、
集
検
 

拡
大
に
は
自
ら
限
度
が
あ
る
。
 

最
近
で
は
内
視
鏡
的
治
療
例
も
 

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
一
年
一
 

回
受
診
の
内
視
鏡
一
次
ス
ク
リ
 

︱
 

二
ン
グ
も
実
施
し
て
い
る
。
 

山
口
県
で
は
、
昭
和
六
一
一
年
 

か
ら
、
県
、
県
医
師
会
の
協
力
 

で
、
五
力
年
計
画
を
立
て
、
延
 

約
十
万
人
の
免
疫
便
潜
血
検
査
 

一
回
法
を
行
つ
て
き
た
。
市
町
 

村
の
カ
バ
I率
は
九
一
冗
、
要
 

精
検
率
七
八
冗
、
精
検
受
診
率
 

七
五
冗
、
癌
発
見
率
0 

，

一

一
 

六
冗
、
発
見
癌
の
0111̂
68お
は
 

七
五
，
六
冗
で
あ
っ
た
。
し
か
 

し
前
年
度
便
潜
血
陰
性
で
次
年
 

度
発
見
癌
は
、
全
体
の
約
二
 

〇
冗
で
あ
っ
た
。
 

肝
癌
検
診
 

肝
細
胞
癌
の
九
0
冗
は
肝
硬
 

ら
、
じ
5検
診
は
予
後
良
好
な
 

豚
癌
発
見
に
寄
与
し
て
い
る
と
 

考
え
ら
れ
る
。
 

総
合
消
化
器
癌
検
診
 

八
年
前
か
ら
5職
域
に
お
い
 

て
、
出
張
し
て
免
疫
便
潜
血
検
 

査
.血
液
化
学
.；
；
：
！

 3
検
査
-

胃
X
線
検
査
(
ま
た
は
内
視
鏡
)
 

を
行
い
、
経
済
的
.
時
間
的
効
 

果
を
生
み
出
し
て
来
て
い
る
 

が
、
精
度
.集
検
拡
大
に
は
な
 

お
問
題
を
残
し
て
い
る
感
が
し
 

て
い
る
。
ま
た
X
町
で
は
、
三
 

年
前
か
ら
各
地
か
ら
バ
ス
で
受
 

診
者
を
送
迎
し
、
健
康
管
理
セ
 

ン
タ
Iで
午
前
午
後
に
か
け
 

て
、
婦
人
科
検
診
も
含
め
て
総
 

合
検
診
を
行
っ
て
い
る
が
、
日
 

程
の
調
整
で
苦
労
し
て
い
る
。
 

し
か
し
総
合
消
化
器
検
診
は
 

職
域
や
医
療
過
疎
地
域
で
は
能
 

率
的
で
好
評
で
あ
る
が
、
数
に
 

限
度
が
あ
り
施
設
検
診
拡
充
の
 

必
要
注
が
あ
る
。
 

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
中
に
 

生
き
る
「
社
会
的
存
在
」
で
あ
 

る
と
い
う
当
た
り
一
則
の
こ
と
。
 

さ
ら
に
患
者
の
望
む
イ
ン
フ
 

ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
セ
ン
ト
が
画
 

一
化
さ
れ
た
医
療
側
か
ら
の
一
 

方
旳
押
し
つ
け
で
あ
っ
て
欲
し
 

く
な
い
こ
と
。
医
療
と
の
出
会
 

い
に
お
け
る
ク
納
得
々
の
あ
り
 

よ
う
が
、
患
者
一
人
ひ
と
り
ま
 

つ
た
く
違
う
も
の
で
あ
る
と
い
 

う
、
そ
ん
な
患
者
や
家
族
の
「
本
 

音
」
の
代
弁
者
で
あ
り
た
い
と
 

思
っ
て
い
る
。
 

XX
 

厚
生
省
は
七
月
三
十
I
日
、
 

平
成
四
年
度
に
か
か
っ
た
医
療
 

保
険
の
医
療
費
総
額
は
、
前
年
 

度
よ
り
一
兆
五
千
億
円
増
え
て
 

二
十
兆
円
を
越
え
た
と
発
表
し
 

た
。
伸
び
率
も
過
去
最
高
の
七
. 

七
X
と
な
っ
た
。
特
に
伸
び
率
 

は
昭
和
六
十
I
年
度
の
調
査
開
 

始
以
来
最
高
(
こ
れ
ま
で
の
最
ー
 

高
は
六
十
一
年
度
の
七
.五
X
〕
一
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者 の が ん 対 策 を 

難治がんの増加が気になる 

「 胃 集 検 今 昔 」 を 語 る 

長 谷 川 氏 一 

第
四
十
六
回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
回
, 

月
二
日
、
前
橋
市
)
の
特
別
講
演
で
、
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
長
谷
^ 

衛
氏
は
「
胃
集
検
今
昔
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。
「
胃
集
検
の
 

歩
み
は
暗
中
模
索
か
ら
始
つ
た
。
つ
ね
に
先
頭
に
立
っ
た
の
は
、
黒
川
 

先
生
で
ゥ
山
に
向
っ
て
歩
く
 

4の
精
神
だ
っ
た
。
そ
の
下
に
そ
れ
を
支
 

え
る
情
熱
に
燃
え
た
若
き
研
究
者
達
が
い
た
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
抄
録
 

で
あ
る
。
 

五
年
生
存
率
は
I
七
二

 I
X
 

こ
こ
に
「
外
科
か
ら
み
た
胃
 

癌
」
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
 

著
者
は
武
藤
先
生
で
す
。
武
藤
 

先
生
は
メ
イ
ョ
︱
，
ク
リ
ニ
ッ
 

ク
の
ヮ
ル
タ
︱
先
生
が
、
そ
の
 

胃
癌
の
術
後
成
績
を
常
に
賞
讃
 

し
て
い
た
と
い
う
当
時
と
し
て
 

は
、
第
一
級
の
胃
癌
外
科
の
学
 

者
で
し
た
。
そ
の
武
藤
先
生
が
 

昭
和
三
十
六
年
に
東
北
大
学
を
 

退
官
さ
れ
る
時
に
「
武
藤
外
科
 

一
一
十
年
の
成
果
」
を
ま
と
め
た
 

本
が
こ
れ
で
す
。
 

五
年
生
存
率
は
一
七
.三
X
。
 

5
癌
あ
る
い
は
粘
膜
筋
層
刑
土
の
 

五
生
率
は
七
一
一
，
五
冗
。
そ
れ
 

に
対
し
て
層
膜
型
は
 

一

二

. 

九
X
。
武
藤
先
生
は
「
や
は
り
 

早
い
時
期
に
外
科
に
送
っ
て
い
 

た
だ
か
な
い
と
困
る
」
と
い
つ
 

て
お
ら
れ
た
。
 

わ
が
国
の
高
齢
化
は
急
速
に
 

進
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
 

高
齢
者
の
が
ん
患
者
が
増
加
し
 

て
い
る
。
ま
た
、
肺
が
ん
、
脬
 

臓
が
ん
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
難
 

治
が
ん
」
も
ふ
え
て
い
る
。
今
 

後
は
、
こ
れ
ら
の
が
ん
に
ど
う
 

対
応
し
て
い
つ
た
ら
よ
い
か
。
 

が
ん
対
策
の
今
後
の
課
題
で
あ
 

る
。
 

曰
本
の
が
ん
の
動
向
 

が
ん
の
欧
米
化
が
挙
げ
ら
れ
 

る
。
従
来
多
か
っ
た
胃
が
ん
、
 

子
宫
が
ん
が
減
少
し
、
か
わ
つ
 

て
肺
が
ん
、
礼
が
ん
、
大
腸
が
 

ん
が
增
加
し
て
い
る
。
特
に
肺
 

が
ん
、
脾
臓
が
ん
な
ど
の
治
療
 

成
婧
の
あ
ま
り
良
く
な
い
「
難
 

治
が
ん
」
の
増
加
が
気
に
な
る
。
 

ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
進
行
 

に
伴
っ
て
、
高
齢
者
の
が
ん
患
 

者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
医
 

学
.医
療
の
進
歩
に
よ
り
最
初
 

の
が
ん
を
克
服
す
る
こ
と
は
可
 

能
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
に
再
 

発
や
転
移
で
は
な
く
、
最
初
の
 

が
ん
と
独
立
し
て
、
第
二
、
第
 

三
の
が
ん
が
発
生
す
る
(
多
重
 

が
ん
)
例
が
増
え
て
い
る
こ
と
 

「
山
に
向
っ
て
歩
こ
ラ
」
 

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
が
あ
 

つ
た
時
に
、
私
の
恩
師
黒
川
利
 

雄
先
生
は
「
山
に
向
っ
て
歩
こ
 

う
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
即
ち
 

マ
ホ
メ
ッ
ド
は
「
山
よ
来
た
れ
」
 

と
言
え
ば
マ
ホ
メ
ッ
ド
の
前
に
 

山
が
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
 

が
、
私
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
で
は
な
 

い
。
患
者
の
来
る
の
を
待
つ
て
 

い
た
の
で
は
早
期
癌
の
発
見
な
，
 

ど
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
だ
か
 

ら
私
は
そ
の
人
の
い
る
所
へ
歩
 

い
て
行
く
の
だ
、
と
。
 

ち
ょ
う
ど
今
か
ら
四
十
年
 

前
。
一
一
十
八
年
の
十
月
、
松
島
 

で
黒
川
内
科
に
よ
る
集
団
検
診
 

が
九
八
五
名
の
対
象
者
で
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
内
診
、
触
診
、
便
 

の
潜
血
反
応
、
貧
血
の
検
査
を
 

や
つ
て
、
そ
こ
か
ら
怪
し
い
と
 

思
わ
れ
る
一
一
四
名
に
間
接
撮
影
 

な
ど
が
今
後
の
が
ん
対
策
を
考
 

え
る
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
 

な
る
。
 

治
療
が
必
要
な
ヒ
ト
の
が
ん
 

は
十
年
、
一
一
十
年
あ
る
い
は
三
 

十
年
と
い
う
長
期
間
に
起
き
る
 

多
く
の
遗
伝
子
変
化
が
積
み
重
 

な
っ
た
結
果
と
し
て
発
生
し
ま
 

す
。
ヒ
ト
の
が
ん
の
原
因
と
し
 

て
化
学
発
が
ん
物
質
や
ウ
ィ
ル
 

ス
、
放
射
線
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
 

る
。
 

イ
ギ
リ
ス
の
ド
Iル
博
士
と
 

ビ
ト
︱
博
士
は
、
疫
学
調
査
の
 

資
料
を
も
と
に
、
ど
ん
な
生
活
 

環
境
が
が
ん
の
発
生
要
因
に
な
 

る
か
と
い
う
デ
︱
タ
を
発
表
し
 

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
人
 

間
の
ガ
ン
の
原
因
の
約
三
分
の
 

一
は
喫
通
で
あ
り
、
食
生
活
に
 

由
来
す
る
も
の
が
約
三
分
の
一
 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
 

食
生
活
を
含
め
た
ラ
イ
フ
ス
タ
 

ィ
ル
が
人
間
の
が
ん
の
大
き
な
 

原
因
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
 

治
り
や
す
い
が
ん
と
 

治
り
に
く
い
が
ん
 

三
年
相
対
生
存
率
は
孔
が
 

ん
、
子
宮
が
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
八
 

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
胸
部
喑
箱
 

法
を
用
い
て
、
そ
の
わ
き
に
ち
 

よ
と
し
た
の
ぞ
き
窓
を
設
け
て
 

撮
っ
た
。
撮
影
時
間
は
一
一
秒
。
 

こ
れ
を
フ
ィ
ル
ド
，
ヮ
ー
ク
に
 

用
い
る
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
 

し
か
し
、
多
賀
城
、
大
曲
地
方
 

と
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
検
診
を
 

や
つ
た
と
こ
ろ
、
三
例
の
胃
が
 

ん
が
み
つ
か
っ
た
。
「
山
に
向
つ
 

て
歩
く
」
こ
と
が
、
が
ん
は
み
 

つ
か
る
と
い
う
ふ
う
に
証
明
さ
 

れ
た
わ
け
で
す
。
 

間
接
狙
撃
撮
影
法
成
功
 

昭
和
一
一
十
九
年
の
六
月
私
は
 

角
館
病
院
に
参
り
ま
し
た
。
西
 

山
先
生
と
は
よ
く
釣
り
を
し
ま
 

し
た
。
西
山
先
生
は
釣
り
の
最
 

中
に
「
胃
の
間
接
狙
撃
撮
影
」
 

の
ヒ
ン
ト
を
得
た
。
一
一
十
九
年
 

秋
か
ら
三
十
年
の
冬
に
か
け
て
 

西
山
先
生
は
、
胃
の
間
接
撮
影
 

八
X
、
八
〇
冗
と
高
く
、
直
腸
 

が
ん
、
結
腸
が
ん
、
胃
が
ん
が
 

五
〇
冗
前
後
で
こ
れ
に
次
ぎ
、
 

肝
が
ん
お
よ
び
肺
が
ん
は
そ
れ
 

ぞ
れ
 
一
二
冗
、
一
九
冗
と
最
も
 

低
値
で
し
た
。
(厚
生
省
、
第
五
 

次
調
査
) 

し

力

し

肝

力

ん

肺

力

ん
 

で
も
、
治
癒
手
術
を
行
っ
た
と
 

き
は
六
一
冗
に
達
し
て
い
ま
し
 

た
。
性
別
に
み
る
と
、
肺
が
ん
 

は
性
差
が
み
ら
れ
、
女
性
で
高
 

で̂
し
た
。
 

進
行
度
別
に
み
る
と
、
肺
、
 

肝
以
外
の
部
位
の
が
ん
で
は
、
 

病
巣
が
限
局
し
て
い
れ
ば
生
存
 

率
は
八
五
X
以
上
に
な
り
ま
す
 

が
、
い
ず
れ
の
部
位
で
も
リ
ン
 

パ
節
転
移
な
ど
病
巣
が
広
が
る
 

に
従
い
、
三
年
相
対
生
存
率
は
 

低
下
し
た
。
 

が
ん
治
療
成
績
の
向
上
を
 

も
た
ら
し
た
要
因
 

第
一
は
「
診
断
の
進
歩
に
よ
 

る
治
療
の
向
上
」
で
す
。
早
期
 

発
見
法
が
確
立
さ
れ
効
果
を
上
 

げ
て
い
る
の
は
、
胃
、
礼
-子
 

宫
、
大
腸
な
ど
。
一
方
、
が
ん
 

の
存
在
位
置
を
漏
れ
な
く
正
確
 

の
夢
を
か
け
て
い
た
の
で
す
。
 

三
十
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
 

い
た
時
に
、
西
山
先
生
は
恩
師
 

黒
川
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。
「
僕
 

は
今
出
か
け
る
所
だ
」
「
で
は
明
 

日
は
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
 

「
い
や
、
ど
こ
に
も
出
か
け
な
 

い
」
「
で
は
明
日
出
直
し
て
参
り
 

ま
す
」
「
一
体
そ
ん
な
に
あ
わ
て
 

て
何
の
用
だ
」
「
胃
が
間
接
狙
撃
 

に
移
っ
た
の
で
、
ご
指
導
を
受
 

け
に
参
り
ま
し
た
」
「
写
ら
な
い
 

よ
。
写
る
は
ず
が
な
い
」
と
素
 

つ
気
な
い
。
今
日
は
ダ
メ
だ
。
 

出
直
そ
う
と
思
っ
た
時
、
「
ど
れ
 

見
せ
給
え
」
と
お
つ
し
や
る
。
 

先
生
も
気
に
な
る
よ
う
だ
。
「
胃
 

は
ど
れ
だ
」
と
催
促
す
る
。
一
 

枚
の
三
五
.V
フ
ィ
ル
ム
を
差
出
 

す
と
、
向
う
を
見
て
仁
王
立
ち
 

の
ま
ま
フ
ィ
ル
ム
を
じ
つ
と
見
 

つ
め
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
直
立
 

不
動
。
重
苦
し
い
空
気
が
流
れ
 

る
。
や
っ
と
先
生
の
体
が
動
い
 

た
。
カ
バ
ン
を
椅
子
に
置
い
た
 

が
、
目
は
ま
だ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
 

離
れ
な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
、
 

こ
ち
ら
を
向
き
「
君
う
つ
つ
た
 

ね
」
と
感
動
的
だ
つ
た
。
「
ど
う
 

に
診
断
す
る
こ
と
で
効
果
を
上
 

げ
て
い
る
の
は
、
肝
が
ん
。
 

第
二
は
「
手
術
療
法
の
進
 

歩
」
。
肺
、
食
道
で
は
手
術
リ
ス
 

ク
の
た
め
術
式
に
制
約
が
あ
つ
 

た
も
の
が
、
安
全
性
の
向
上
に
 

よ
っ
て
、
効
果
的
な
治
療
が
で
 

き
る
よ
、
つ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
 

た
、
直
腸
で
は
骨
盤
の
閉
鎖
孔
 

内
や
神
経
叢
周
囲
を
郭
清
し
た
 

り
、
併
存
す
る
肝
転
移
を
切
除
 

し
て
根
治
性
を
上
げ
て
い
ま
 

す
。
さ
ら
に
頭
頸
部
、
礼
、
膀
 

胱
で
は
失
わ
れ
た
機
能
や
欠
損
 

組
織
を
形
成
外
科
的
に
再
建
 

し
、
術
後
の
ク
オ
︱
リ
テ
ィ
，
 

ォ
ブ
，
ラ
イ
フ
を
向
上
さ
せ
て
 

レ
ま
す
 

第
三
は
「
化
学
的
な
治
療
研
 

究
法
の
確
立
」
で
す
。
従
来
は
 

少
数
例
で
の
経
験
を
主
観
的
に
 

評
価
し
、
新
し
い
治
療
法
を
開
 

発
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
科
 

学
的
，
統
計
学
的
研
究
法
が
導
 

入
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
 

薬
物
療
法
の
進
歩
は
こ
れ
に
負
 

う
こ
と
が
大
き
い
と
い
え
ま
 

す
。
 

第
四
は
「
科
学
療
法
の
進
歩
」
 

し
て
う
つ
つ
た
。
僕
が
松
永
君
一
 

と
や
っ
た
時
は
ど
う
し
て
写
ら
 

な
か
っ
た
。
写
真
が
も
っ
と
よ
 

く
な
る
と
胃
集
検
の
ス
ク
リ
︱
 

二
ン
グ
に
も
使
え
る
か
も
し
れ
 

ん
な
。
更
に
研
究
を
続
け
袷
え
」
 

と
励
ま
し
て
下
さ
つ
た
。
 

フ
ィ
Iル
ド
ヮ
Iク
始
め
る
 

三
十
一
年
の
四
月
、
私
は
黒
 

川
内
科
教
室
に
も
ど
っ
て
参
り
 

ま
し
た
。
当
時
の
間
接
撮
影
は
、
 

八
0キ
ロ
ボ
ル
ト
卩
ア
ン
ぺ
ァ
 

一
秒
と
い
う
条
件
で
黒
化
度
が
 

〇
，
四
五
と
い
う
数
字
で
す
。
 

直
接
撮
影
は
一
，
〇
で
す
。
ま
 

た
胃
の
部
分
は
〇

四̂
、
直
接
 

撮
影
は
〇

三̂
。
い
か
に
黒
化
 

度
が
悪
く
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
 

悪
い
写
真
で
あ
っ
た
か
と
い
う
 

こ
と
が
分
り
ま
す
。
そ
こ
で
榮
 

光
紙
を
ち
よ
つ
と
変
え
、
現
像
 

を
工
夫
致
し
ま
し
た
。
や
や
肥
 

満
型
で
一
.
一
。
こ
の
部
分
が
 

〇
1
三
と
い
う
ほ
ぼ
満
足
す
る
 

黒
化
度
が
得
ら
れ
た
の
で
す
 

が
、
こ
れ
ら
で
は
粒
子
が
荒
れ
 

て
い
て
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
 

写
真
が
写
り
ま
し
た
の
で
、
一
 

応
フ
ィ
ル
︱
ド
ヮ
︱
ク
的
な
も
 

^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂ 

で
す
。
新
し
い
薬
剤
と
投
与
法
 

に
よ
る
奏
効
率
の
向
上
が
み
ら
 

れ
(
胃
、
扎
)
、
さ
ら
に
は
、
薬
 

物
療
法
で
完
治
さ
せ
ら
れ
る
よ
 

う
に
な
つ
た
も
の
(
睾
丸
胚
細
 

胞
踵
瘍
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
)
も
 

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
家
骨
髓
 

移
植
の
進
歩
は
薬
剤
に
よ
る
致
 

命
的
な
骨
髄
抑
制
に
対
抗
す
る
 

こ
と
を
可
能
に
し
、
大
量
化
学
 

療
法
の
道
を
開
き
ま
し
た
(
白
 

血
病
？
-行
2'力
ん
) 

第
五
は
「
集
団
的
治
療
の
進
 

歩
」
で
す
。
以
上
述
べ
た
手
術
、
 

薬
物
療
法
に
加
え
、
放
射
線
、
 

免
疫
、
溫
熱
な
ど
の
治
療
法
を
 

合
理
的
に
組
み
合
わ
せ
て
、
単
 

独
療
法
を
上
回
る
効
果
を
上
げ
 

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
肺
、
 

胃
、
扎
な
ど
で
は
良
い
成
績
を
 

上
げ
て
い
ま
す
。
(第
五
次
悪
性
-

新
生
物
実
態
調
査
か
ら
) 

攀
を
ゃ
つ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
 

1
で
、
宮
城
県
の
雄
勝
町
と
東
 

北
電
力
の
常
田
営
業
所
の
ト
︱
 

タ
ル
ニ
ー
一
四
名
を
や
り
ま
し
 

た
。
当
時
ズ
ノ

 

I？
"
と
い
う
 

レ
ン
ズ
が
明
る
か
つ
た
で
す
 

ね
。
こ
の
レ
ン
ズ
を
つ
け
て
や
 

つ
た
わ
け
で
す
が
、
胃
癌
は
み
 

つ
か
っ
た
の
で
す
が
写
真
は
余
 

り
ょ
く
な
か
つ
た
。
 

全
国
組
織
で
さ
る
 

九
州
で
医
学
放
射
線
学
会
が
 

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
学
会
に
胃
 

の
集
団
検
診
と
い
う
こ
と
で
、
 

四
題
が
で
て
お
り
ま
す
。
私
ど
 

も
が
講
演
を
終
り
ま
す
と
、
フ
 

ロ
ア
か
ら
か
な
り
辛
辣
な
ご
批
 

判
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ま
だ
改
良
の
余
地
が
あ
る
と
 

は
い
え
、
胃
の
間
接
撮
影
の
装
 

置
が
一
応
で
き
た
の
で
、
三
十
 

一
年
か
ら
三
十
一
一
年
の
頃
か
ら
 

集
団
検
診
の
，
勢
づ
く
り
に
取
 

り
か
か
っ
た
。
全
国
レ
ベ
ル
の
 

民
間
組
織
に
よ
る
国
民
運
動
的
 

な
手
は
ず
が
必
要
だ
と
思
っ
た
 

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
三
十
一
一
年
 

の
十
月
に
大
阪
で
開
か
れ
た
日
 

本
癌
学
会
で
塩
田
会
長
が
全
国
 

的
な
組
織
の
必
要
を
提
唱
し
て
 

く
れ
た
。
翌
三
十
三
年
八
月
に
 

財
団
法
人
日
本
対
ガ
ン
協
会
が
 

発
足
し
た
。
宮
城
県
対
が
ん
協
 

会
は
九
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。
 

消
化
器
学
会
で
認
め
ら
る
 

私
に
と
っ
て
は
一
九
六
〇
年
 

(
昭
和
三
五
年
)
と
い
う
の
は
、
 

大
変
記
憶
す
べ
き
年
で
あ
る
と
 

考
え
て
お
り
ま
す
。
一
九
五
〇
 

年
後
半
は
胃
の
集
検
の
揺
籃
期
 

で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
は
胃
 

集
検
の
成
長
期
と
も
い
え
る
。
 

特
に
そ
の
昭
和
三
五
年
は
そ
の
 

幕
明
け
に
ふ
さ
わ
し
い
年
で
あ
 

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
散
発
的
 

に
発
表
さ
れ
、
時
に
は
批
判
的
 

な
意
見
も
あ
っ
た
胃
集
検
が
大
 

阪
で
開
か
れ
た
第
四
六
回
日
本
 

消
化
器
病
学
会
総
会
の
シ
ン
ポ
 

ジ
ゥ
ム
の
テ
︱
マ
に
取
上
げ
ら
 

れ
た
の
で
す
。
 

痛
鬣
率
0
 ニ
ー
一
 5
5
 

検
診
車
が
で
き
た
三
五
年
、
 

名
取
市
か
ら
始
め
ま
し
て
東
和
 

町
、
迫
町
、
瀬
峰
町
、
鹿
島
台
 

町
。
昭
和
三
五
年
七
月
か
ら
翌
 

年
の
一
一
月
ま
で
、
角
田
市
の
成
 

績
も
入
れ
ま
す
と
、
総
受
診
者
 

は
一
六
、
〇
〇
一
一
人
、
レ
線
検
 

診
数
は

 一
0
、

 ニ
ー

 五
人
で
、
 

三
五
人
の
胃
癌
を
み
つ
け
ま
し
 

た
。
レ
線
の
検
診
数
に
対
し
て
 

0
 

ニ
ニ
四
X
、
全
受
診
者
に
対
 

し
て
〇
，
一
一
一
一
冗
と
い
う
成
棟
 

で
し
た
。
 

早
期
癌
初
め
て
み
つ
か
る
 

内
視
鏡
を
わ
れ
わ
れ
が
胃
集
 

検
の
場
に
一
一
次
検
診
と
し
て
組
 

織
的
に
取
入
れ
た
の
は
、
昭
和
 

三
六
年
の
十
一
一
月
。
宮
城
県
の
 

中
田
町
で
八
四
四
人
を
大
島
先
 

生
は
じ
め
四
人
の
先
生
が
担
当
 

致
し
ま
し
て
、
一
日
で
一
人
の
 

先
生
が
三
五
人
の
検
査
を
し
た
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
八
四
四
人
 

の
被
検
者
の
中
か
ら
一
例
の
早
 

期
が
ん
患
者
が
発
見
さ
れ
た
。
 

こ
れ
が
私
共
の
発
見
し
た
早
期
 

が
ん
の
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。
 

組
織
の
浸
達
度
を
み
ま
す
と
 

粘
膜
下
層
に
相
当
す
る
も
の
が
 

ニ
ニ
.一

 

冗
で
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
武
藤
外
科
の
成
績
に
比
 

ベ
ま
す
と
、
武
藤
外
科
の
成
績
 

は
五

五̂
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
 

わ
れ
わ
れ
の
は
「
い
い
ん
で
は
 

な
い
か
な
」
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
希
望
号
が
で
き
る
前
 

の
集
検
で
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
 

は
希
望
号
に
大
変
な
希
望
を
持
 

つ
た
訳
で
す
。
こ
と
し
九
月
の
 

文
芸
春
秋
に
、
昭
和
三
十
八
年
 

一
一
月
一
一
十
六
日
、
宮
城
県
の
大
 

和
町
で
大
塚
さ
ん
と
い
う
人
が
 

検
診
を
受
け
て
手
術
を
し
て
い
 

る
そ
う
で
、
今
も
元
！
で̂
す
。
 

そ
の
頃
の
フ
ィ
ル
ム
を
私
も
診
 

て
い
ま
し
て
、
「
6は
や
つ
ば
り
 

集
団
検
診
」
と
一
人
ほ
く
そ
笑
 

ん
で
い
ま
す
。
 

黒
川
先
生
と
共
に
 

黒
川
先
生
は
早
く
か
ら
集
団
 

検
診
に
よ
る
早
期
が
ん
の
発
見
 

を
唱
え
、
そ
の
指
導
の
下
に
西
 

山
、
長
谷
川
の
二
人
は
胃
集
検
 

を
レ
線
間
接
撮
影
装
置
の
開
発
 

と
車
両
化
に
成
功
し
た
、
と
黒
 

川
先
生
は
述
べ
て
お
ら
れ
ま
 

す
。
私
共
が
黒
川
先
生
を
中
心
 

に
し
て
、
胃
集
検
の
黎
明
期
か
 

ら
、
本
当
の
フ
ィ
︱
ル
ド
.ヮ
 

︱
ク
ま
で
一
生
懸
命
や
っ
た
若
 

き
日
の
こ
と
を
想
い
出
し
て
こ
 

の
講
演
を
終
0ま
す
。
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大
腸
集
検
の
問
題
点
を
探
る
 

1̂
多
田
正
夫
氏
 

第
四
六
回
地
方
会
(
十
月
二
日
、
前
橋
市
)
の
教
育
講
演
で
京
都
第
 

一
赤
十
字
病
院
多
田
正
夫
氏
は
「
便
潜
血
反
応
に
よ
る
大
腸
集
検
の
問
 

題
点
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
講
演
し
た
。
「
検
診
は
少
な
く
と
も
一
年
 

に
一
回
。
キ
ッ
ド
は
感
度
、
特
異
度
が
高
い
方
を
選
ぶ
。
高
温
、
多
湿
 

時
は
避
け
る
」
な
お
、
こ
れ
は
講
演
の
抄
録
で
あ
る
。
 

粘
液
便
潜
血
検
査
が
主
流
 

大
腸
検
診
は
、
大
き
く
分
け
 

る
と
三
つ
の
分
野
に
別
れ
る
と
 

思
い
ま
す
。
一
つ
は
一
九
六
一
 

年
か
ら
始
つ
て
、
約
一
一
十
年
間
 

続
い
た
内
視
鏡
に
よ
る
検
診
。
 

一
九
七
八
年
ご
ろ
か
ら
、
便
潜
 

血
検
査
を
使
っ
た
検
診
が
並
曰
及
 

し
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
一
九
 

八
一
年
ご
ろ
か
ら
科
学
的
便
潜
 

血
検
査
を
や
る
気
運
が
出
て
お
 

り
、
一
九
八
六
年
ご
ろ
か
ら
粘
 

液
便
潜
血
検
査
に
よ
る
検
診
が
 

な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
勢
を
 

対
象
に
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
 

内
視
鏡
に
よ
る
検
診
で
は
数
を
 

こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

欧
米
で
は
へ
モ
カ
ル
ト
法
で
 

い
ま
だ
に
続
い
て
お
り
ま
す
。
 

わ
が
国
で
は
、
粘
液
便
潜
血
検
 

査
に
お
さ
れ
て
は
や
ら
な
く
な
 

つ
た
。
 

検
診
は
一
年
ご
と
に
 

一
九
九
三
年
、
ミ
ネ
ソ
タ
，
 

キ
ャ
ン
サ
1.コ
ン
ト
口
1ル
. 

グ
ル
︱
プ
が
最
新
の
論
文
を
発
 

表
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研
究
 

は
十
三
年
前
か
ら
あ
り
ま
し
 

て
、
そ
の
間
四
〜
五
回
中
間
発
 

表
が
あ
り
ま
す
。
便
の
潜
血
検
 

査
に
よ
る
大
腸
癌
検
診
の
是
非
 

を
め
ぐ
っ
て
、
十
三
年
間
に
わ
 

た
っ
て
ラ
ン
ド
マ
イ
ヤ
ル
，
ト
 

ラ
イ
ア
ル
を
行
つ
た
成
績
で
 

す
。
日
本
で
も
、
東
北
大
学
、
 

弘

人̂
学
で
も
こ
の
よ
う
な
研
 

究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
-こ
 

の
ト
ラ
イ
ア
ル
は
十
三
年
間
に
 

わ
た
っ
て
、
延
々
と
論
じ
た
と
 

こ
ろ
に
価
直
が
あ
り
ま
す
。
そ
 

の
中
で
は
第
一
群
と
し
て
一
年
 

ご
と
に
便
検
査
を
す
る
。
第
一
一
 

群
は
一
一
年
に
一
回
ず
つ
検
診
す
 

る
。
そ
れ
か
ら
コ
ン
ト
ロ
 
Iル
 

組
。
十
三
年
間
の
参
加
者
の
数
 

は
各
群
で
差
は
な
い
。
そ
の
間
 

に
発
見
さ
れ
た
大
腸
癌
の
数
 

は
、
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
 

ろ
が
、
こ
の
検
診
の
意
義
は
大
 

腸
癌
の
死
亡
数
で
あ
る
。
第
一
 

群
で
は
八
一
一
例
、
と
こ
ろ
が
一
一
 

年
ご
と
の
分
と
コ
ン
ト
口

 

̶

ル
 

組
で
は
こ
れ
が
下
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
を
累
積
死
亡
率
で
み
る
と
 

一
年
ご
と
の
群
で
は
〇
丄
ハ
七
、
 

コ
ン
ト
口
 
̶
ル
の
ー
，
〇
〇
と
 

比
べ
る
と
、
三
三
X
低
い
率
に
 

な
る
。
「
検
診
は
一
年
ご
と
に
や
 

る
の
に
意
義
が
あ
る
」
と
い
う
 

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
 

震
、
特
異
麵
い
方
を
 

大
腸
癌
の
検
査
法
を
大
き
く
 

分
け
る
と
、
ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
 

法
、
免
疫
発
色
法
、
免
疫
酵
素
 

法
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
お
 

の
お
の
の
方
法
で
一
長
一
短
あ
 

る
。
例
え
ば
ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
 

法
は
特
定
法
が
非
常
に
簡
単
で
 

あ
り
、
多
数
の
検
体
が
処
理
で
 

き
る
。
 

私
達
と
し
て
は
、
沢
山
あ
る
 

キ
ッ
ド
の
う
ち
、
ど
れ
を
使
つ
 

た
ら
よ
い
か
、
し
ば
し
ば
迷
う
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
 

大
腸
癌
に
対
し
て
感
度
が
高
 

い
、
特
異
度
が
高
い
、
と
い
う
 

方
か
ら
選
び
ま
す
。
 

98い
も
2 

同
一
患
者
に
三
日
間
連
続
で
 

便
を
採
ら
せ
、
一
回
、
一
一
回
、
 

三
回
と
潜
血
検
査
を
や
り
ま
す
 

と
一
回
で
は
，
低
い
の
は
七
 

五
冗
、
高
い
の
は
八
五
冗
、
三
 

回
や
る
と
九
〇
冗
に
な
り
ま
 

す
。
そ
れ
だ
か
ら
、
便
の
潜
血
 

検
査
は
何
冋
や
れ
ば
リ
︱
ゾ
ナ
 

ブ
ル
な
も
の
に
な
る
か
と
い
う
 

問
題
が
あ
り
ま
す
。
 

便
の
潜
血
反
応
を
評
価
す
る
 

合̂
、
精
度
も
大
切
で
す
。
特
 

に
医
者
の
立
場
で
は
大
腸
癌
に
 

対
す
る
精
度
が
高
い
こ
と
、
こ
 

れ
が
重
要
な
評
価
に
な
り
ま
 

す
。
し
か
し
、
検
査
技
師
の
立
 

場
で
あ
れ
ば
、
評
価
が
簡
単
で
 

あ
る
こ
と
-あ
る
い
は
反
応
時
 

間
が
短
か
い
こ
と
、
あ
る
い
は
 

検
査
室
が
臭
わ
な
い
こ
と
、
手
 

が
汚
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
要
望
 

さ
れ
ま
す
。
受
診
者
の
立
場
か
 

ら
や
は
り
値
段
が
安
い
こ
と
、
 

便
が
採
り
易
い
こ
と
、
容
器
が
 

運
搬
し
や
す
い
こ
と
、
な
ど
で
 

す
。
 

高
温
、
多
湿
は
避
け
る
 

も
う
一
つ
大
き
な
問
題
は
疑
 

陰
性
、
あ
る
い
は
疑
陽
性
が
多
 

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
最
 

近
は
疑
陽
性
を
い
か
に
防
ぐ
か
 

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
に
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
疑
陽
 

性
が
多
い
か
と
い
い
ま
す
と
、
 

受
診
者
が
便
を
採
り
過
ぎ
る
か
 

ら
で
す
。
 

常
温
下
に
大
腸
癌
の
患
者
の
 

便
を
保
存
し
て
、
八
法
か
ら
1(1
 

法
ま
で
一
日
ご
と
に
潜
血
反
お
 

を
調
べ
た
ら
、
最
初
は
2ブ
ラ
 

ス
だ
っ
た
の
が
、
五
日
六
日
と
 

経
つ
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
 

ま
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
時
 

に
温
度
だ
け
が
関
係
す
る
と
思
 

つ
て
い
た
が
、
温
度
だ
け
で
な
 

く
湿
度
が
影
響
す
る
と
い
ぅ
レ
 

ポ
︱
ト
か
あ
り
ま
す
。
 

特
に
高
温
多
湿
の
場
合
は
感
 

度
低
下
を
来
す
。
従
っ
て
検
診
 

は
梅
雨
や
夏
場
は
好
ま
し
く
な
 

い
。
で
き
れ
ば
乾
燥
法
に
よ
る
 

検
体
の
処
理
が
望
ま
し
い
。
 

籠
醫
？
8
 

京
都
の
和
知
町
、
人
口
約
五
 

千
人
で
、
人
口
移
動
が
ほ
と
ん
 

ど
な
い
。
四
十
歳
以
上
が
三
千
 

人
ぐ
ら
い
。
一
次
検
診
率
は
大
 

体
七
0
冗
か
ら
高
い
時
は
八
 

七
、
八
冗
ま
で
行
っ
た
。
次
第
 

に
受
診
率
は
ド
つ
て
お
り
ま
す
 

が
、
そ
れ
で
も
受
診
率
は
七
 

0
冗
台
を
維
持
し
て
お
り
ま
 

す
。
 

二
次
検
診
は
細
径
の
大
腸
鏡
 

を
使
っ
て
お
り
ま
す
。
検
診
に
 

参
加
す
る
医
者
は
四
名
。
一
日
 

の
検
査
は
四
五
人
か
ら
五
0
 

人
。
一
人
当
り
検
査
に
約
十
分
。
 

大
腸
癌
の
検
診
が
果
し
て
死
 

亡
率
の
低
下
に
役
立
つ
て
い
る
 

か
。
先
ほ
ど
の
ミ
ネ
ソ
タ

グ̂
 

ル
︱
プ
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ
 

れ
も
検
討
し
た
。
 

！
0吉
町
と
い
う
和
知
町
と
同
 

じ
ょ
う
な
町
が
あ
り
ま
す
。
和
 

知
町
は
十
三
年
前
か
ら
大
腸
癌
 

検
診
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
日
 

吉
町
は
検
診
を
や
つ
て
お
り
ま
 

せ
ん
。
 

検
診
が
始
つ
て
間
も
な
い
昭
 

和
五
三
年
か
ら
五
七
年
に
お
け
 

る
和
知
町
の
大
腸
癌
訂
正
死
亡
 

率
は
一
一
九
，
九
。
日
吉
町
で
は
 

二
四
-一
。
こ
れ
は
検
診
の
蒈
 

及
し
，
た
五
年
間
、
和
知
町
で
は
 

二
0 
^
五
、
日
吉
町
で
も
下
つ
 

て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
和
知
 

町
で
は
大
腸
癌
の
死
亡
は
ゼ
ロ
 

に
な
つ
て
い
る
。
 

実
は
日
吉
町
で
も
昭
和
六
三
 

年
か
ら
大
腸
癌
検
診
を
や
り
始
 

め
ま
し
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
 

こ
の
統
計
は
打
止
め
に
な
っ
て
 

し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
 

こ
の
成
績
を
見
て
も
、
人
腸
.1
 

検
診
は
癌
の
死
亡
に
役
立
つ
と
 

改
め
て
強
調
で
き
る
と
思
う
。
 

問
題
点
は
多
い
 

大
腸
癌
検
診
の
問
題
点
は
い
 

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
一
次
検
診
 

の
免
疫
便
潜
血
検
査
は
ど
れ
が
 

い
い
か
。
検
体
の
輸
送
と
保
管
 

の
在
り
方
を
ど
う
す
る
か
。
疑
 

陽
性
の
取
り
扱
い
。
検
診
間
隔
 

は
一
年
ご
と
で
良
い
の
か
。
精
 

密
検
診
を
ど
う
す
る
か
。
 

さ
ら
に
検
診
を
支
え
る
も
の
 

と
し
て
、
精
密
検
査
を
す
る
施
 

設
を
ど
う
す
る
か
。
専
門
医
を
 

ど
う
養
成
す
る
か
。
画
像
診
断
 

を
ど
う
す
る
か
.な
ど
も
っ
と
 

も
っ
と
基
礎
的
な
研
究
を
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

が
ん
予
防
と
 

塩
分
摂
取
量
に
思
ラ
 

10集
検
に
関
係
す
る
私
達
は
 

早
期
発
見
の
た
め
、
検
診
精
度
 

の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
 

が
、
全
国
平
均
に
比
べ
発
見
率
 

は
0
 

^
三
〇
〜
〇
，
一
一
七
と
お
 

よ
そ
一
一
倍
と
な
つ
て
お
り
ま
 

す
。
新
潟
県
の
胃
が
ん
死
亡
は
 

毎
年
一
、三
00〜
一
、四
0
 

〇
人
を
数
え
、
死
亡
率
は
平
成
 

四
年
人
口
十
万
対
五
八
-六
と
、
 

全
国
平
均
三
八
，
九
に
対
し
て
 

十
九
，
七
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
、
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
の
第
二
十
六
回
 

放
射
線
技
師
部
会
は
、
九
月
十
一
日
新
潟
市
の
ホ
テ
ル
ア
ク
ア
ピ
ア
新
 

潟
で
開
か
れ
た
。
特
別
講
演
「
新
潟
県
の
胃
が
ん
検
診
」
I現
状
と
課
 

題
̶
に
つ
い
て
、
臨
床
面
か
ら
、
新
潟
県
厚
生
中
央
綜
合
病
院
副
院
長
、
 

原
敬
治
医
師
は
「
新
潟
の
胃
集
検
は
国
内
最
優
位
に
あ
る
」
と
語
つ
た
。
 

以
下
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

初
め
は
後
進
県
 

新
潟
県
は
国
内
有
数
の
胃
癌
 

多
発
地
帯
で
、
胃
痛
検
診
の
必
 

要
度
の
高
い
地
域
で
あ
る
。
し
 

か
し
、
昭
和
五
0年
代
半
ば
ま
 

で
は
、
そ
の
普
及
、
胃
癌
発
見
 

率
、
早
期
胃
癌
率
で
国
内
他
地
 

域
に
遅
れ
を
と
り
、
み
じ
め
な
 

成
績
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
〇
年
 

代
県
内
各
地
に
分
派
独
立
し
た
 

胃
集
検
団
体
が
、
競
っ
て
努
力
 

し
た
結
果
、
数
年
で
国
内
最
優
 

位
県
に
改
善
し
た
。
 

向
上
の
歴
史
を
、
そ
の
唯
中
 

に
あ
っ
て
努
力
し
た
一
人
と
し
 

て
、
自
分
史
的
、
個
人
的
、
人
 

問
的
に
述
べ
る
こ
と
は
、
私
に
 

は
不
適
で
あ
り
、
他
人
の
仕
事
 

で
あ
り
、
歴
史
に
埋
没
し
て
主
 

観
的
事
実
を
失
い
、
ロ
マ
ン
-

情
熱
、
物
語
性
を
失
い
面
白
く
 

な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

し
ば
し
ば
歴
史
学
者
の
説
く
 

学
術
書
が
、
大
局
的
に
フ
イ
ク
 

シ
ョ
ン
と
し
て
書
か
れ
た
歴
史
 

小
説
に
、
説
得
中
、
ロ
マ
ン
-

情
動
誘
発
で
劣
る
の
と
同
じ
で
 

あ
る
。
 

胃
癌
登
録
率
X̂
 

現
在
国
内
最
高
位
に
あ
る
新
 

潟
県
の
胃
集
検
を
知
り
た
け
れ
 

ば
、
新
潟
県
成
人
病
予
防
協
会
 

発
行
の
集
検
か
ら
発
見
さ
れ
た
 

胃
癌
追
跡
調
査
、
疫
学
調
査
成
 

績
を
読
ん
で
欲
し
い
。
登
録
率
 

應
冗
で
あ
る
。
 

私
が
故
北
昌
隆
教
授
か
ら
胃
 

集
検
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
 

は
、
昭
和
五
三
年
〜
お
前
心
配
 

す
る
な
。
誰
に
も
出
来
る
の
だ
 

か
ら
，
と
い
う
恩
師
の
言
葉
は
、
 

当
時
放
射
線
診
断
に
没
頭
し
胃
 

集
検
に
は
何
の
興
味
も
な
い
若
 

い
私
の
プ
ラ
イ
ド
を
痛
く
慯
つ
 

け
た
。
 

こ
ん
な
私
に
胃
癌
検
診
は
、
 

他
の
領
域
の
何
物
に
も
ま
し
て
 

有
効
な
方
法
で
あ
る
と
確
信
づ
 

け
た
の
は
、
参
加
全
員
義
務
性
 

の
職
域
検
診
で
、

冗̂
の
早
期
 

癌
率
、
偽
陰
性
率

冗̂
、
開
始
 

し
て
五
年
以
降
一
人
の
胃
癌
死
 

も
な
い
こ
と
を
実
証
で
き
た
こ
 

と
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
新
潟
 

県
新
発
田
市
中
心
の
一
一
市
北
蒲
 

原
郡
健
康
開
発
セ
ン
タ
̶
の
胃
 

集
検
に
参
画
、
主
導
し
た
時
期
 

で
あ
る
。
 

こ
こ
で
は
素
晴
ら
し
い
市
町
 

村
、
保
健
婦
さ
ん
、
事
務
統
計
 

の
斉
藉
さ
ん
等
の
ス
タ
ッ
フ
に
 

恵
ま
れ
た
。
こ
の
中
で
田
辺
一
 

夫
、
田
中
芳
文
氏
等
の
卓
越
し
 

た
胃
集
検
撮
影
、
読
影
技
師
が
 

育
っ
て
い
た
。
一
一
市
北
蒲
の
1！
 

集
検
成
績
は
私
が
離
れ
た
後
も
 

継
続
発
展
し
、
国
内
最
上
位
成
 

績
を
保
持
し
て
い
る
。
 

ま
た
新
潟
県
南
部
の
佳
^̂
 

…
画
 

減
少
に
ブ
レ
̶
キ
が
か
か
る
の
 

で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
 

す
。
県
民
の
食
生
活
が
バ
ラ
ン
 

ス
よ
く
、
減
塩
が
更
に
定
着
す
 

る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
 

す
。
 (

新
潟
県
成
人
病
予
防
協
会
 

事
務
局
次
長
、
若
井
静
子
) 

集
検
が
、
小
千
谷
病
院
中
村
先
 

生
の
指
導
と
、
私
が
師
と
あ
が
 

め
る
五
十
嵐
松
代
保
健
婦
の
リ
 

Iダ
Iシ
ッ
プ
の
下
に
、
二
市
 

北
蒲
の
成
績
を
こ
え
る
ま
で
に
 

発
展
し
、
新
潟
県
胃
集
検
の
基
 

礎
は
固
ま
っ
た
。
 

世̂
紀
に
向
け
前
進
を
 

し
か
し
、
時
代
の
要
請
は
胃
 

癌
死
絶
対
優
位
の
時
代
か
ら
他
 

癌
並
列
検
診
の
時
代
に
か
わ
 

り
、
衣
が
え
の
時
代
の
唯
中
に
 

あ
る
。
 

私
共
が
培
っ
た
地
域
保
健
婦
 

I胃
集
検
技
師
I精
検
医
師
̶
 

事
務
局
集
計
I反
省
I行
動
の
 

輪
を
一
層
緊
密
化
し
て
、
一
一
十
 

一
世
紀
の
新
潟
県
ガ
ン
検
診
に
 

と
り
組
ん
で
ゆ
こ
う
。
 

回̂
地
方
会
盛
会
 

第
四
十
六
回
地
方
会
は
、
十
 

月
二
日
、
群
馬
大
学
第
一
内
科
 

関
口
利
和
氏
が
会
長
と
な
り
、
 

前
橋
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
 

た
。
一
般
演
題
十
九
の
ほ
か
、
 

特
別
講
演
、
教
育
講
演
な
ど
が
 

あ
り
、
約
四
百
人
が
参
集
し
て
 

盛
会
だ
つ
た
。
 

全
国
五
指
に
数
え
ら
れ
る
高
い
 

率
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
 

が
ん
の
一
次
予
防
と
し
て
の
 

「
が
ん
予
防
十
二
カ
条
」
に
は
 

こ
の
う
ち
八
か
条
が
食
生
活
に
 

関
連
し
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
 

IVま
す
 

こ
の
な
か
で
、
第
七
条
に
「
塩
 

辛
い
も
の
は
多
量
に
食
べ
な
 

い
」
と
蟹
告
し
て
お
り
ま
す
が
-

食
塩
摂
取
状
況
に
つ
い
て
県
民
 

栄
養
調
査
成
績
か
ら
検
討
し
ま
 

し
た
。
 

新
潟
県
で
は
一
九
六
五
年
か
 

ら
三
年
毎
に
県
民
栄
養
調
査
を
 

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
九
 

七
七
年
以
降
の
食
塩
摂
取
量
に
 

つ
い
て
そ
の
推
移
を
み
ま
す
 

と
、
一
九
七
七
年
に
は
一
人
当
 

た
り
十
八
.〇
5，
で
し
た
が
、
 

I
九
八
九
年
で
は
十
三
画
¦

 5
，
 

と
十
一
一
年
間
で
四
，
九
5の
減
 

少
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
 

中
で
、
著
し
く
減
少
し
た
の
は
、
 

図
一
の
よ
う
に
「
調
味
料
「
み
 

そ
」
「
野
菜
漬
物
」
で
、
一
九
七
 

七
年
と
一
九
八
九
年
の
比
較
で
 

は
調
味
料
(
し
ょ
う
ゆ
、
ソ
1
 

ス
、
そ
の
他
)八
.九

が̂
四
-

Iに
ち
な
ん
で
「
健
康
に
い
が
 

た
ク
ロ
̶
バ
̶
運
動
」
を
推
進
 

し
①
母
扎
で
育
て
よ
う
②
塩
分
 

を
減
ら
そ
う
3牛
利
を
飲
も
う
 

④
野
菜
を
食
べ
よ
う
、
の
四
つ
 

を
:̂̂
総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
 

て
キ
ャ
ン
ぺ
̶
ン
を
展
開
し
ま
 

し
た
。
十
年
を
経
過
し
た
時
点
 

で
「
新
ク
ロ
Iバ
̶
運
動
」
と
 

し
①
母
扎
で
育
て
て
心
と
か
ら
 

だ
の
健
康
づ
く
り
②
米
と
減
塩
 

で
成
人
病
予
防
③
牛
扎
を
飲
ん
 

で
丈
夫
な
骨
づ
く
り
④
緑
黄
色
 

野
菜
を
食
べ
て
が
ん
予
防
、
と
 

し
更
に
運
動
を
続
け
て
現
在
に
 

至
つ
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
近
年
の
食
生
活
は
外
 

食
、
加
工
食
品
，
調
理
済
み
食
 

品
の
摂
取
が
増
加
し
、
一
九
八
 

九
年
の
食
品
摂
取
量
は
一
九
七
 

七
年
に
比
べ
、
外
食
一
，
〇
ひ
，
 

か
ら
一
，
三
5に
、
加
工
品
、
 

調
理
済
み
食
品
0
 

，

一

一

べ

か

ら
 

二
.一

 
V
に
増
加
し
ま
し
た
。
 

食
塩
一
日
十

以̂
下
を
目
標
と
 

し
て
お
り
ま
す
が
、
県
民
の
塩
 

分
摂
取
が
今
後
ど
の
よ
う
に
減
 

少
す
る
か
、
あ
や
ぶ
ま
れ
ま
す
。
 

ひ
い
て
は
、
胃
が
ん
死
亡
率
の
 

が
ん
の
年
齡
調
整
死
亡
率
の
推
 

移
を
重
ね
て
み
ま
す
と
、
図
一
一
 

の
よ
う
な
一
九
八
四
年
こ
ろ
ま
 

で
は
平
行
し
て
減
少
の
推
移
を
 

み
せ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
そ
 

の
後
は
食
塩
摂
取
量
の
減
少
は
 

鈍
化
し
て
お
り
ま
す
。
 

一
九
八
〇
年
、
新
潟
県
で
は
 

健
康
づ
く
り
対
策
と
し
て
、
幸
 

せ
を
運
ぶ
四
つ
葉
の
ク
ロ
̶
バ
 

一

に̂
、
み
そ
三
.七
V
が
ー
了
 

一
4に
、
野
菜
漬
物
一
一
.四
"，
 

が
0，
五
に̂
減
少
し
ま
し
た
。
 

食
塩
摂
取
量
の
推
移
と
、
胃
 

図
一
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特 定 フ ロ ン 

わ な い 冷 蔵 

# ^ # # 

一
技
師
部
会
(
九
月
十
I日
.
新
潟
市
)
の
^
#
ー
 

ん
セ
ン
タ
I佐
々
木
壽
英
氏
は
、
「
新
潟
県
の
#ー
 

、
疫
学
面
か
ら
次
の
よ
う
に
話
し
た
。
「
胃
集
検
 

！
六
八
.四
X
で
あ
る
」
「
集
検
発
見
早
期
胃
癌
は
 

I者
対
策
を
急
げ
」
な
ど
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
 

た
早
期
胃
が
ん
の
五
〇
冗
生
存
 

期
間
が
ほ
ぼ
六
年
間
で
あ
る
と
 

い
う
大
阪
成
人
病
セ
ン
タ
︱
大
 

島
先
生
の
結
論
を
引
用
し
て
、
 

こ
の
期
間
を
六
年
間
と
し
ま
し
 

た
。
そ
こ
で
、
死
亡
率
の
表
に
 

組
込
ん
だ
年
齢
訂
正
早
期
胃
が
 

ん
率
の
数
値
を
六
年
間
平
行
移
 

動
し
て
早
期
が
ん
の
死
亡
率
減
 

少
効
果
を
算
出
し
ま
し
た
。
そ
 

れ
に
よ
る
と
、
平
成
三
年
の
時
 

点
で
胃
が
ん
死
亡
率
減
少
に
対
 

す
る
早
期
が
ん
の
貢
献
度
は
五
 

五
.四
X
と
算
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
う
し
ま
す
と
、
昭
和
五
三
 

年
の
時
点
で
、
胃
が
ん
死
亡
率
 

減
少
に
対
す
る
一
一
次
予
防
効
果
 

は
四
一
一
.三
冗
と
算
出
さ
れ
、
 

一
次
予
防
の
効
果
は
五
七
.
 

七
X
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
 

平
成
三
年
に
は
一
一
次
予
防
の
効
 

果
は
六
八
，
四
X
に
上
昇
し
て
 

き
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
 

た
が
、
数
人
の
世
話
人
か
ら
賛
 

成
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
 

胃
集
検
通
信
に
神
保
勝
一
編
集
 

委
員
長
の
賛
意
を
主
旨
と
す
る
 

論
説
が
発
表
さ
れ
た
。
(
胃
集
検
 

通
信
、
第
一
一
十
四
号
、
平
成
四
 

年
四
月
一
一
十
五
日
発
行
)
 

平
成
四
年
度
第
一
一
回
常
任
世
 

話
人
会
で
、
三
度
び
同
問
題
が
 

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
活
発
な
討
 

論
が
行
わ
れ
賛
成
の
意
見
が
多
 

く
、
試
み
に
挙
手
に
よ
る
贊
否
 

の
表
明
が
行
わ
れ
た
が
、
賛
成
 

が
過
半
数
を
上
回
っ
た
。
 

こ
の
よ
う
な
経
過
を
背
景
に
 

平
成
五
年
度
第
一
回
常
任
世
話
 

人
会
で
市
川
代
表
か
ら
、
日
本
 

消
化
器
集
団
検
診
学
会
支
部
長
 

会
議
お
よ
び
理
事
会
の
経
過
に
 

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
れ
 

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
一
連
の
会
 

議
に
お
い
て
市
川
代
表
は
関
東
 

甲
信
越
地
方
会
で
は
こ
の
制
度
 

を
実
施
し
た
い
と
提
案
し
た
と
 

こ
ろ
-有
賀
理
事
長
は
「
一
地
方
 

会
が
独
走
す
る
の
は
好
ま
し
く
 

な
い
」
と
発
言
し
、
そ
れ
以
上
の
 

議
論
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
 

う
。
こ
の
時
の
審
議
経
過
に
つ
 

胃
が
ん
死
亡
率
の
減
少
に
対
し
 

て
は
、
一
一
次
予
防
効
果
が
一
次
 

予
防
効
果
を
上
回
つ
て
き
た
も
 

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

集
検
発
見
早
期
胃
癌
上
昇
 

胃
集
検
の
疫
学
的
量
的
評
価
 

の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
は
 

「
胃
集
検
は
ー
一
次
予
防
の
一
部
 

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
認
識
 

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
基
本
 

的
な
考
え
方
に
従
え
ば
、
量
的
 

い
て
は
同
時
に
出
席
し
て
い
た
 

日
本
大
学
第
三
内
科
岩
崎
有
良
 

氏
の
証
言
が
得
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
地
 

方
会
と
し
て
は
、
断
固
と
し
て
 

計
画
通
り
こ
の
制
度
を
実
施
す
 

る
か
、
し
ば
ら
く
時
を
待
つ
か
 

一
ー
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
 

る
が
、
今
回
の
常
任
世
話
人
会
 

は
後
者
を
選
択
し
た
。
 

こ
の
常
任
世
話
人
会
に
出
席
 

し
て
い
た
検
討
委
員
会
の
メ
ン
 

バ
ー
の
見
解
は
次
の
よ
う
で
あ
 

る
。
 

右
の
経
過
か
ら
明
ら
か
な
よ
 

う
に
、
本
制
度
は
地
方
会
の
承
 

認
を
得
た
と
い
え
る
。
す
く
な
 

く
と
も
、
地
方
会
の
レ
ベ
ル
は
 

ク
リ
ア
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
 

あ
り
、
実
現
を
阻
む
障
壁
が
奈
 

辺
に
あ
る
か
も
判
然
と
し
て
来
 

た
と
い
え
る
。
 

繰
返
え
し
に
な
る
が
、
地
方
 

会
で
は
こ
の
制
度
を
何
時
で
も
 

ス
タ
︱
ト
出
来
る
状
況
に
あ
る
 

こ
と
を
認
識
し
、
実
現
に
向
け
 

て
更
に
努
力
す
る
こ
と
を
表
明
 

す
る
。
具
体
的
に
は
研
修
会
は
 

無
論
存
続
す
る
し
、
更
に
充
実
 

評
価
値
の
た
め
の
胃
集
検
指
標
 

は
、
地
域
全
体
の
胃
が
ん
症
例
 

数
に
占
め
る
集
検
発
見
胃
が
ん
 

症
例
数
の
割
合
で
あ
り
ま
す
。
 

死
亡
率
の
減
少
に
最
も
影
響
 

を
与
え
る
早
期
胃
が
ん
に
つ
い
 

て
み
ま
す
と
、
昭
和
五
五
年
に
 

県
内
の
早
期
胃
が
ん
手
術
例
は
 

三
四
一
一
例
、
集
検
発
見
早
期
胃
 

が
ん
は
四
八
例
で
、
集
検
の
占
 

め
る
比
率
は
一
四
，
0冗
で
あ
 

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
平
成
一
一
年
 

に
な
り
ま
す
と
、
県
内
早
期
胃
 

が
ん
手
術
例
は
一
、
一
九
五
六
 

例
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
集
検
 

発
見
早
期
胃
が
ん
も
三
三
九
例
 

と
一
層
の
増
加
が
認
め
ら
れ
、
 

集
検
の
占
め
る
比
率
も
一
一
八
，
 

四
X
ま
で
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。
 

胃
集
検
の
貢
献
度

X̂
 

第
一
段
階
の
証
明
で
、
一
一
次
 

予
防
の
貢
献
度
が
分
り
、
第
一
一
 

段
階
の
証
明
で
、
一
一
次
予
防
に
 

占
め
る
早
期
が
ん
の
比
率
と
進
 

行
が
ん
の
比
率
が
分
り
ま
し
 

た
。
従
つ
て
、
新
潟
県
の
場
合
、
 

こ
れ
ら
第
一
段
階
と
第
一
一
段
階
 

の
証
明
か
ら
、
昭
和
六
一
年
の
 

時
点
で
胃
が
ん
死
亡
率
減
少
に
 

を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
 

れ
を
本
制
度
の
現
時
点
に
お
け
 

る
位
置
と
状
況
で
あ
る
。
 

(
文
責
窪
田
博
吉
、
斉
藤
裕
 

久
)
 

巿
川
賞
は
安
達
氏
 

放
射
線
技
師
部
会
の
目
的
達
 

成
の
た
め
、
顕
著
な
研
究
業
績
 

を
あ
げ
た
会
員
に
贈
ら
れ
る
 

「
市
川
賞
」
は
、
第
二
十
六
回
 

放
射
線
技
師
部
会
(
九
月
十
一
 

日
、
新
潟
)
の
席
上
、
都
立
墨
 

東
病
院
安
達
博
氏
に
贈
ら
れ
た
。
 

安
達
氏
は
昭
和
六
十
一
一
年
か
 

ら
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
 

で
、
胃
癌
症
例
を
集
め
、
間
接
 

撮
影
と
直
接
撮
影
の
写
真
を
比
 

較
検
討
の
研
究
を
始
め
た
。
そ
 

の
中
で
、
特
に
間
接
X
線
写
真
 

で
は
他
部
位
で
チ
ヱ
ッ
ク
さ
れ
 

た
症
例
を
集
め
、
欠
点
等
を
把
 

握
し
、
間
接
X
線
写
真
の
画
質
 

の
向
上
お
よ
び
、
問
接
X
線
写
 

真
の
拾
い
上
げ
能
の
向
上
に
寄
 

与
し
た
。
 

間
接
撮
影
法
の
改
良
点
と
し
 

対
す
る
胃
集
検
の
貢
献
度
は
 

六
，
一
一
冗
で
、
第
一
一
次
五
力
年
 

計
画
の
最
終
年
で
あ
る
平
成
三
 

年
に
は
一
五
.一
X
と
算
出
さ
 

れ
ま
し
た
。
老
健
法
に
よ
る
胃
 

集
検
の
桩
大
と
そ
の
成
績
の
向
 

上
に
よ
り
、
胃
集
検
の
貢
献
度
 

は
次
第
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
 

が
分
り
ま
す
。
 

こ
の
三
段
階
証
明
に
よ
る
疫
 

学
的
評
価
に
よ
っ
て
、
胃
集
検
 

が
胃
が
ん
死
亡
率
の
減
少
に
貢
 

献
し
て
い
る
事
実
の
証
明
と
、
 

胃
集
検
の
拡
大
に
よ
る
実
績
が
 

確
実
に
死
亡
率
の
減
少
効
果
と
 

し
て
現
れ
る
こ
と
も
証
明
出
来
 

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

胃
が
ん
は
減
少
し
て
い
る
か
 

近
年
、
胃
癌
は
減
少
し
、
肺
 

癌
、
大
腸
癌
、
孔
癌
が
増
加
し
 

て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
 

す
。
こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
疫
学
者
 

が
一
九
八
六
年
に
発
表
し
た
が
 

ん
の
年
觭
訂
正
死
亡
率
の
将
来
 

予
測
図
で
あ
り
ま
す
。
一
九
九
 

0
年
あ
た
り
で
男
性
の
胃
癌
は
 

肺
癌
や
肝
癌
に
追
越
さ
れ
て
い
 

る
は
ず
で
あ
り
ま
す
が
.そ
の
 

よ
う
な
話
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
 

て
は
①
バ
リ
ウ
ム
濃
度
の
改
善
 

(
一
二
〇
冗
か
ら
一
五
〇
冗
 

へ
)
②
胃
の
形
に
応
じ
た
撮
影
 

体
位
の
追
加
③
透
視
中
微
細
な
 

変
化
を
認
め
た
場
合
の
追
加
撮
 

影
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
職
員
 

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
癌
拾
 

い
上
げ
の
向
上
に
努
め
、
そ
の
 

指
導
的
立
場
を
担
っ
て
き
た
。
 

研
究
開
始
当
時
の
癌
発
見
率
 

は
0
 
，
一
一
冗
強
で
あ
っ
た
の
が
 

平
成
四
年
度
で
は
、
は
じ
め
て
 

も
0
 

，
三
冗
を
突
破
し
た
。
こ
 

れ
も
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
と
思
 

わ
れ
る
。
 

放
射
線
技
師
部
会
盛
会
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
の
第
一
一
十
 

六
回
放
射
線
技
師
部
会
は
、
九
 

月
十
一
日
新
潟
市
の
ホ
テ
ル
 

「
ア
ク
ア
ピ
ア
新
潟
」
で
開
か
 

れ
た
。
 

一
般
演
題
六
、
教
育
講
演
、
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
特
別
講
演
一
一
 

な
ど
が
あ
り
、
一
一
三
九
人
が
参
 

加
し
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
 

が
ん
検
診
を
 

健
康
診
断
の
対
象
に
 

日
本
対
ガ
ン
協
会
は
、
九
月
 

こ
の
将
来
予
測
か
ら
胃
癌
だ
 

け
を
取
り
出
し
て
見
ま
す
と
、
 

男
性
で
は
一
九
六
0
年
に
人
口
 

十
万
対
四
八
，
三
で
あ
り
ま
し
 

た
が
、
一
九
八
四
年
に
は
一
一
七
.
 

五
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
 

れ
ま
で
の
減
少
傾
向
か
ら
予
測
 

す
る
と
、
一
ー
0〇
〇
年
に
は
一
 

一
.一
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
 

に
は
現
在
の
ア
メ
リ
カ
並
み
の
 

五
，
一
一
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
 

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
日
本
消
化
器
集
 

検
学
会
で
特
別
講
演
を
し
た
愛
 

知
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
の
青
木
 

国
男
先
生
は
、
胃
癌
の
死
亡
率
 

が
ア
メ
リ
カ
並
み
に
減
少
す
る
 

の
は
こ
れ
か
ら
五
0年
は
か
か
 

る
で
あ
ろ
う
と
言
つ
て
お
り
ま
 

し
た
。
将
来
予
測
が
大
幅
に
修
 

正
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
よ
う
 

で
あ
り
ま
す
。
胃
癌
が
減
少
し
 

て
い
る
と
い
つ
て
も
、
こ
れ
は
 

死
亡
率
、
中
で
も
訂
正
死
亡
率
 

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
我
々
臨
 

床
医
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
罹
 

患
数
で
あ
っ
て
、
胃
癌
の
患
者
 

さ
ん
が
減
少
し
て
い
る
の
か
増
 

十
日
の
ガ
ン
征
圧
全
国
大
会
 

(
高
知
市
)
の
席
上
、
「
が
ん
検
 

診
を
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
六
 

条
の
健
康
診
断
の
対
象
に
加
え
 

て
い
た
だ
き
た
い
」
を
決
議
し
、
 

衆
参
両
院
厚
生
常
任
委
員
会
、
 

十
二
大
市
長
、
労
働
省
な
ど
に
 

送
っ
た
。
 

日
本
対
ガ
ン
協
会
の
調
べ
に
 

よ
る
と
、
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
 

代
前
半
ま
で
の
、
働
き
盛
り
で
、
 

家
庭
を
支
え
る
人
た
ち
の
が
ん
 

に
よ
る
死
亡
は
、
毎
年
約
八
万
 

人
に
の
ぼ
つ
て
い
る
。
同
世
弋
 

で
亡
く
な
る
人
の
四
割
強
が
、
 

が
ん
の
犠
牲
者
で
す
。
 

働
く
人
た
ち
の
健
康
保
持
の
 

た
め
、
こ
の
際
是
非
と
も
、
が
 

ん
検
診
を
職
域
に
お
け
る
定
期
 

健
康
診
断
に
加
え
て
い
た
だ
き
 

ま
す
よ
う
特
段
の
ご
配
慮
と
行
 

政
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
︱
︱
 

と
い
う
の
が
主
旨
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
対
し
、
労
働
省
は
、
 

が
ん
検
診
の
必
要
は
一
応
認
め
 

な
が
ら
も
「
企
業
主
の
負
担
が
 

多
過
ぎ
る
。
早
急
に
は
む
ず
か
 

し
い
。
将
来
、
検
診
が
よ
り
安
 

価
に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
 

第
二
十
六
回
放
射
1
 

講
演
で
、
新
潟
県
立
が
.
 

が
ん
検
診
」
と
題
し
て
 

の
二
次
予
防
の
効
果
は
 

上
昇
し
て
い
る
」
「
高
齢
 

抄
録
で
あ
る
。
 

I一
次
予
防
の
効
果
ぉ̂
 

新
潟
県
に
お
け
る
年
齢
調
整
 

早
期
胃
が
ん
率
は
、
昭
和
四
七
 

年
の
六
，
一
一
(
人
口
十
万
対
)
 

か
ら
平
成
一
一
年
の
三
七
，
九
ま
 

で
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
死
亡
 

率
の
減
少
し
た
分
の
う
ち
、
早
 

期
癌
が
ど
れ
だ
け
貢
献
を
し
た
 

か
が
分
か
れ
ば
良
い
わ
け
で
 

そ
こ
で
、
こ
の
年
齢
調
整
死
 

亡
率
の
図
表
に
年
齢
調
整
早
期
 

胃
が
ん
率
を
組
込
ん
で
み
ま
し
 

た
。
昭
和
四
十
一
一
年
ま
で
の
死
 

亡
率
の
平
均
値
八
八
，
四
の
線
 

を
基
線
と
し
て
、
年
齢
調
整
早
 

期
胃
が
ん
率
を
逆
転
し
て
描
い
 

て
み
ま
し
た
。
早
期
が
ん
率
の
 

数
値
だ
け
胃
が
ん
患
者
さ
ん
が
 

生
存
し
て
お
り
、
そ
の
分
だ
け
 

死
亡
率
が
減
少
し
た
も
の
と
考
 

え
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
 

全
く
治
療
を
行
な
わ
な
か
つ
 

専
門
技
師
制
度
は
 

待
つ
 

当
地
方
会
が
四
年
来
、
検
討
を
続
け
て
き
 

た
「
胃
が
ん
検
診
専
門
技
師
認
定
制
度
」
は
、
 

過
般
の
有
賀
理
事
長
の
「
|
地
方
会
が
独
走
 

す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
」
と
の
発
言
で
、
し
 

ば
ら
く
運
動
を
「
停
止
」
す
る
こ
と
に
な
つ
 

た
。
こ
の
制
度
は
何
時
で
も
ス
タ
︱
卜
出
来
 

る
状
況
に
あ
る
の
で
、
更
に
研
修
を
重
ね
、
充
 

実
を
は
か
つ
て
，
時
の
至
る
の
を
待
つ
。
姿
勢
 

を
続
け
た
い
。
 

「
胃
が
ん
検
診
専
門
技
師
認
 

定
制
度
」
は
、
平
成
五
年
度
第
 

一
回
常
任
世
話
人
会
で
一
応
の
 

決
着
を
見
た
。
一
応
と
表
現
し
 

た
の
は
後
述
す
る
理
由
に
よ
つ
 

て
運
動
が
終
了
し
た
わ
け
で
は
 

な
い
が
、
し
ば
ら
く
1
 
や

.

.
す

る
 

状
態
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

こ
の
制
度
へ
の
要
望
は
周
知
 

の
よ
う
に
、
昭
和
六
十
年
度
技
 

師
部
会
総
会
(
岡
田
健
会
長
)
 

に
お
け
る
所
謂
「
軽
井
沢
ア
ビ
 

1ル
」
に
発
す
る
も
の
で
あ
つ
 

て
、
こ
れ
を
承
け
て
平
成
一
一
年
 

の
同
部
会
総
会
(
石
渡
良
徳
会
 

長
)
の
討
論
を
経
て
具
体
化
さ
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
要
望
 

は
平
成
一
一
年
度
第
一
一
回
常
任
世
 

話
人
会
で
採
択
さ
れ
、
検
討
委
 

員
会
が
発
足
し
た
。
 

平
成
三
年
八
月
、
検
討
委
員
 

会
案
が
ま
と
ま
り
胃
集
検
通
信
 

(胃
集
検
通
信
、
第
一
一
十
一
号
、
 

平
成
三
年
八
月
二
十
五
日
発
 

行
)
に
発
表
さ
れ
た
。
同
年
度
 

第
一
回
常
任
世
話
人
会
で
は
こ
 

の
案
文
を
め
ぐ
っ
て
、
討
論
が
 

行
わ
れ
た
が
、
結
論
を
得
ず
、
 

継
続
審
議
と
な
っ
た
。
 

平
成
三
年
度
第
一
一
回
常
任
世
 

話
人
会
で
は
引
き
続
き
討
論
が
 

行
わ
れ
結
論
は
得
ら
れ
な
か
つ
 

加
し
て
く
る
の
か
か
問
題
で
あ
 

り
ま
9̂
 

高
齢
者
対
策
を
急
げ
 

老
健
法
胃
集
検
の
効
果
は
受
 

診
率
の
上
昇
に
見
合
っ
た
効
果
 

を
確
実
に
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
 

近
年
、
胃
が
ん
の
死
亡
率
は
 

着
実
に
減
少
し
て
き
て
お
り
ま
 

す
。
し
か
し
、
人
口
の
高
齢
化
 

に
よ
つ
て
胃
が
ん
の
手
術
例
は
 

逆
に
急
増
し
て
い
る
の
で
あ
り
 

ま
す
。
こ
の
手
術
例
の
増
加
現
 

象
は
西
暦
一
一
〇
一
一
五
年
ご
ろ
ま
 

で
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
胃
癌
対
策
は
増
加
 

の
予
想
さ
れ
る
高
年
齢
者
に
目
 

を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
が
ん
対
 

策
の
柱
と
し
て
の
胃
集
検
の
重
 

要
性
は
今
後
と
も
変
り
は
な
い
 

も
の
と
田
5つ
て
お
り
ま
す
。
そ
 

し
て
、
胃
集
検
は
胃
が
ん
死
亡
 

率
を
減
少
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
 

い
う
こ
の
事
実
を
、
今
後
の
胃
 

集
検
活
動
の
活
力
と
し
て
頑
張
 

つ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
 

…
…
」
と
歯
切
れ
が
悪
い
。
 

一一3一
 

日
本
電
機
工
業
会
〖
1
2
 ̂

八
)
は
八
月
六
日
、
電
気
冷
蔵
庫
 

の
特
定
フ
ロ
ン
全
廃
計
画
を
発
 

表
し
た
。
九
五
年
末
の
特
定
フ
 

口
ン
全
廃
を
定
め
た
モ
ン
ト
リ
 

ォ
︱
ル
議
定
書
に
対
応
す
る
も
 

の
で
、
松
下
電
器
産
業
、
東
芝
、
 

日
立
製
作
所
な
ど
の
12皿
八
 

加
盟
冷
蔵
庫
メ
ー
力
1
+
社
が
 

十
月
か
ら
順
次
、
冷
媒
ゃ
断
熱
 

材
の
発
泡
剤
に
特
定
フ
ロ
ン
の
 

代
わ
り
に
代
替
フ
口
ン
を
用
い
 

た
冷
蔵
庫
の
発
売
を
開
始
す
 

る
。
九
四
年
中
に
半
数
の
モ
デ
 

ル
を
、
九
五
年
末
に
は
全
モ
デ
 

ル
を
ャ
昏
フ
口
ン
&様
と
す
る
 

方
針
だ
。
 

(
八
月
七
日
、
日
経
か
ら
)
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国
立
が
ん
セ
ン
タ
I渡
辺
昌
疫
学
部
長
は
、
七
月
三
十
日
の
第
二
十
 

三
回
保
健
婦
研
修
会
で
、
"'|次
予
防
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
 

に
語
っ
た
。
「
難
治
が
ん
は
二
次
予
防
が
む
ず
か
し
い
。
|
次
予
防
を
や
 

つ
た
方
が
い
い
。
特
に
、
あ
ら
ゆ
る
が
ん
に
寄
与
す
る
た
ば
こ
は
、
や
 

め
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」
 

年
81の
四
乗
で
癌
発
生
 

が
ん
の
発
生
は
年
齡
の
四
乗
 

に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
四
0歳
 

の
人
が
八
〇
歳
に
な
れ
ば
、
が
 

ん
の
発
生
は
十
六
倍
と
い
う
こ
 

と
に
な
る
。
 

三
五
歳
か
ら
七
0
歳
ま
で
の
 

死
亡
は
が
ん
が
一
位
で
あ
る
。
 

が
ん
死
を
防
ぐ
に
は
、
何
と
い
 

つ
て
も
早
期
発
見
，
早
期
治
療
 

だ
が
、
難
治
が
ん
で
あ
る
肺
が
 

ん
、
脾
臓
が
ん
は
早
期
に
は
な
 

か
な
か
分
り
に
く
い
。
一
一
次
予
 

防
が
む
ず
か
し
い
な
ら
、
一
次
 

予
防
も
や
っ
た
方
が
い
い
。
 

難
治
が
ん
の
場
合
は
、
治
つ
 

た
と
い
つ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
 

人
が
0
0
し
(
生
命
の
質
)
は
 

落
ち
て
い
る
。
 

五
〇
代
、
六
〇
代
の
人
に
検
 

診
を
受
け
て
も
ら
う
の
は
、
い
 

う
ま
で
も
な
い
が
-三
〇
代
、
 

四
0
代
の
人
に
検
診
の
意
味
を
 

分
っ
て
も
ら
う
の
が
大
切
。
 

II、
三
0年
経
っ
て
痛
化
 

が
ん
は
ィ
ニ
シ
ェ
Iシ
ョ
ン
 

︱
︱
プ
ロ
モ
1
シ
ョ
ン
︱
︱
プ
レ
グ
 

レ
ツ
シ
ョ
ン
と
段
階
は
経
て
癌
 

に
な
る
。
一
一
十
年
か
ら
三
十
年
 

か
か
つ
て
が
ん
に
な
る
わ
け
 

だ
。
こ
れ
は
最
近
遺
伝
子
レ
べ
 

ル
で
分
っ
て
き
た
。
が
ん
は
地
 

域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
 

ウ
ィ
ル
ス
性
の
が
ん
は
西
部
地
 

域
に
多
く
発
生
す
る
。
 

が
ん
が
最
も
多
い
地
域
は
大
 

阪
で
あ
り
、
最
も
少
な
い
の
は
 

沖
縛
で
あ
る
。
こ
れ
は
風
土
や
 

生
活
惯
習
の
違
い
に
よ
る
も
の
 

と
思
わ
れ
る
。
 

曰
本
食
は
理
想
的
 

が
ん
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
 

て
は
、
食
物
三
五
冗
、
た
ば
こ
 

三
〇
冗
、
ウ
ィ
ル
ス
性
感
染
二
 

〇
冗
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
 

最
近
、
特
に
多
い
イ
ン
ス
タ
ン
 

ト
食
品
は
、
防
腐
材
に
リ
ン
酸
 

を
使
つ
て
い
る
。
リ
ン
酸
は
力
 

ル
シ
ゥ
ム
を
骨
か
ら
溶
か
す
働
 

き
を
す
る
の
で
、
骨
粗
鬆
症
に
 

な
り
易
い
。
 

日
本
人
の
食
生
活
は
た
ん
白
 

質
や
脂
肪
、
黄
緑
色
野
菜
な
ど
 

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
る
の
 

で
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
い
う
理
 

想
に
近
い
食
事
と
な
つ
て
い
 

る
。
 

先
ず
タ
バ
コ
を
や
め
る
 

が
ん
に
寄
与
す
る
も
の
の
う
 

ち
最
も
効
果
的
な
の
は
、
禁
煙
 

で
あ
る
。
た
ば
こ
は
、
吸
う
人
 

ば
か
り
で
な
く
、
他
人
(
受
動
 

喫
煙
)
に
迷
怒
を
及
ぼ
す
。
以
 

下
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
、
く
 

わ
し
く
述
べ
る
。
 

〔
情
性
の
影
響
〕
 

粘
膜
刺
激
症
状
(
目
、
口
腔
、
 

鼻
、
気
管
支
)
、
自
律
神
経
の
興
 

奮
、
自
律
神
経
の
抑
制
、
胸
内
 

苦
悶
、
心
悸
亢
進
、
皮
膚
血
流
 

の
減
少
 〔

慢
性
の
影
響
〕
 

呼
吸
器
系
、
慢
性
気
管
支
炎
、
 

気
管
支
拡
張
症
、
肺
気
臚
 

〔
循
環
器
系
〕
 

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
動
脈
 

硬
化
症
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
(
く
 

も
膜
下
出
血
)
、
大
動
脈
瘤
、
 

〔
発
が
ん
〕
 

肺
が
ん
、
喉
頭
が
ん
、
口
腔
 

咽
頭
が
ん
、
食
道
が
ん
、
胃
が
 

ん
、
脾
臓
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
 

子
宮
が
ん
、
そ
の
他
 

〔
味
覚
、
嗅
覚
の
低
下
〕
 

老
化
促
進
、
二
コ
チ
ン
依
存
 

症
 

〔
胎
児
へ
の
影
響
〕
 

妊
娠
、
分
娩
の
異
常
(
早
産
、
 

流
産
、
周
産
期
死
亡
、
妊
娠
合
 

併
症
)
、
胎
児
の
発
育
障
害
(
低
 

出
生
体
重
、
発
育
低
下
)
、
先
天
 

奇
形
(
唇
、
口
蓋
裂
、
先
天
性
 

心
疾
患
)
 

以
上
の
よ
う
に
、
た
ば
こ
の
 

害
は
数
え
上
げ
た
ら
き
り
が
な
 

い
。
ま
ず
「
吸
わ
な
い
こ
と
」
 

に
最
大
の
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。
 

次
は
た
ば
こ
を
止
め
る
こ
と
、
 

や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
 

せ
め
て
本
数
を
減
ら
す
こ
と
と
 

関
心
の
〗
咼
さ
あ
り
あ
 

保
健
婦
研
修
ア
ン
ケ
︱
 

こ
と
し
の
第
二
 

二
回
保
健
婦
研
修
会
は
、
七
月
二
九
、
三
〇
の
両
日
、
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
国
際
研
究
交
流
会
館
で
開
か
れ
た
。
研
修
内
容
に
 

つ
い
て
、
全
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
I卜
を
求
め
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
 

た
。
総
じ
て
好
評
で
、
年
を
追
っ
て
内
容
も
充
実
し
て
来
て
い
る
。
そ
 

れ
ぞ
れ
の
テ
Iマ
に
対
し
て
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
以
下
、
主
 

な
も
の
を
拾
つ
て
み
る
と
 

。
 

が
ん
患
者
の
病
理
解
剖
の
実
例
 

〃
最
新
情
報
、
口
2八
診
断
の
 

現
状
" 

〇
専
門
的
で
難
し
い
内
容
だ
 

つ
た
が
、
最
新
の
情
報
と
 

し
て
大
変
興
味
深
か
っ
た
 

〇
遺
伝
子
の
問
題
は
最
近
注
 

目
の
テ
︱
マ
で
大
変
勉
強
 

に
な
つ
た
。
 

〇
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
0:2！
八
 

会
ノ
 

パ
保
 

診
断
の
情
報
を
得
て
い
た
 

た
め
、
今
回
の
研
修
が
一
 

層
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
 

〇
長
年
、
が
ん
に
関
す
る
情
 

報
に
疎
か
っ
た
の
で
、
が
 

ん
研
究
の
進
歩
に
驚
か
さ
 

れ
た
 

〇
普
段
、
接
す
る
機
会
の
少
 

な
い
分
野
だ
け
に
、
興
味
 

く̂
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
 

脾
、
胆
、
肝
臓
が
ん
ぺ
の
と
り
 

く
み
，
集
団
検
診
へ
の
適
合
性
" 

〇
な
じ
み
の
薄
い
脾
、
胆
、
 

肝
臓
が
ん
に
つ
い
て
考
え
 

る
よ
い
機
会
だ
つ
た
 

〇
ェ
コ
︱
検
査
に
つ
い
て
の
 

原
理
、
方
法
、
画
像
の
説
 

明
な
ど
勉
強
す
る
機
会
が
 

な
か
つ
た
だ
け
に
と
て
も
 

参
考
に
な
っ
た
 

〇
ェ
コ
I検
査
が
早
期
が
ん
 

の
診
断
に
大
き
な
効
果
を
 

も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
 

分
っ
た
 

〇
要
注
意
者
の
所
見
が
よ
く
 

理
解
で
き
た
 

〇
市
町
村
サ
イ
ド
で
ェ
コ
︱
 

を
集
検
に
取
り
入
れ
る
の
 

は
、
意
識
も
眩
く
、
ま
だ
 

困
難
だ
と
思
っ
た
が
、
将
 

来
的
な
話
と
し
て
参
考
に
 

な
っ
た
 

衛
生
教
育
の
実
際
~職
場
か
ら
" 

〇
行
き
届
い
た
職
場
の
検
診
 

の
特
徴
が
よ
く
出
て
お
 

り
、
熱
意
の
伝
わ
る
発
表
 

だ
っ
た
。
一
一
次
検
診
の
全
 

員
が
フ
ァ
イ
バ
︱
ス
コ
I
 

プ
を
実
施
と
は
羡
ま
し
い
 

限
り
で
す
。
受
け
入
れ
医
 

療
機
関
の
大
切
さ
を
痛
感
 

し
た
 

〇
教
育
の
ア
イ
デ
ア
、
視
点
 

が
す
ば
ら
し
い
。
衛
生
教
 

育
の
内
容
の
充
実
が
職
員
 

の
反
応
を
高
め
た
。
参
考
 

に
取
り
入
れ
て
ゆ
き
た
い
 

〇
衛
生
教
育
を
戦
略
と
し
て
 

捕
え
る
発
想
に
共
鳴
し
た
 

〇
便
潜
血
反
応
の
陰
性
者
に
 

人
腸
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
 

場
合
、
ど
の
様
に
対
処
し
 

て
い
く
の
か
(
じ
丑
八
な
 

ど
併
用
さ
れ
て
い
る
の
 

か
)
 

！
教
育
の
実
際
"地
域
か
ら
" 

〇
住
民
の
要
求
を
捕
え
た
生
 

き
生
き
と
し
た
活
動
報
告
 

と
ス
タ
ッ
フ
の
エ
ネ
ル
ギ
 

I
に
圧
倒
さ
れ
、
涙
が
出
 

る
ほ
ど
感
激
し
た
 

〇
地
域
保
健
婦
の
原
点
、
地
 

域
に
密
着
し
た
エ
ネ
ル
ギ
 

シ
ュ
な
活
動
、
頭
の
ド
.̂
 

る
思
い
だ
っ
た
。
刺
^̂
V
 

れ
、
羡
ま
し
く
と
て
も
よ
 

い
励
み
と
な
っ
た
 

〇
「
村
の
住
民
が
、
が
ん
で
 

悲
惨
な
死
に
方
を
す
る
の
 

を
黙
っ
て
み
て
い
て
は
、
 

保
健
婦
と
し
て
の
資
格
が
 

な
い
」
こ
の
言
葉
は
と
て
 

も
印
象
的
だ
っ
た
。
保
健
 

婦
と
し
て
働
く
の
は
、
町
 

村
の
方
が
よ
い
の
か
な
と
 

思
っ
た
 

〇
問
題
意
識
を
持
ち
何
か
を
 

し
な
け
れ
ば
と
言
う
、
保
 

健
婦
の
思
い
が
、
保
健
婦
 

活
動
に
は
必
要
な
ん
だ
。
 

と
も
す
れ
ば
流
さ
れ
て
い
 

る
自
分
を
IX省
す
る
機
会
 

と
な
っ
た
 

〇
目
標
に
た
ど
り
着
く
ま
で
 

「
ほ
ん
と
う
に
辛
か
っ
た
」
 

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
 

し
た
 

実
戦
報
告
へ
の
助
言
〃
衛
生
教
 

育
の
ポ
イ
ン
卜
"
 

〇
も
う
少
し
時
間
を
と
つ
て
 

実
践
面
で
の
お
話
を
た
く
 

さ
ん
聞
き
た
か
つ
た
(
が
 

ん
検
診
の
方
法
、
喫
煙
、
 

食
物
、
環
境
な
ど
の
一
次
 

「
分
煙
」
を
守
る
こ
と
。
子
ど
 

も
や
妊
婦
の
い
る
所
で
は
吸
わ
 

な
い
、
な
ど
の
配
慮
が
大
切
だ
。
 

自
治
省
は
-
^
月
十
二
日
付
 

で
、
住
民
基
本
大
帳
に
よ
る
今
 

年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
人
口
.
 

世
帯
数
と
九
二
年
度
の
人
口
動
 

態
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
 

総
人
口
は
I
億
二
三
九
五
万
七
 

四
五
八
人
で
、
前
年
同
期
に
比
 

ベ
て
三
七
万
一
六
I
人
増
え
た
 

も
の
の
、
増
加
律
は
六
八
年
度
 

の
調
査
開
始
以
来
最
低
だ
っ
た
。
 

過
去
最
低
の
増
加
率
 

一
年
前
に
比
べ
た
人
口
増
加
 

率
は
〇
，
三
0冗
で
、
過
去
最
 

低
だ
つ
た
九
〇
年
の
〇
，
三
 

三
冗
を
下
回
っ
た
。
男
女
別
人
 

口
は
、
男
性
が
六
千
九
十
一
万
 

^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂ 

予
防
)
 

〇
食
物
、
タ
バ
コ
な
ど
が
い
 

か
な
る
機
序
で
が
ん
細
胞
 

の
発
生
と
関
わ
っ
て
行
く
 

の
か
幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
 

て
欲
し
か
っ
た
 

消
化
器
集
団
検
診
の
現
状
，
動
 

向
 

〇
疑
問
点
を
的
確
に
ス
パ
ッ
 

ト
答
え
い
た
だ
き
、
グ
サ
 

リ
と
胸
を
打
た
れ
る
ほ
ど
 

感
動
し
ま
し
た
。
 

〇
消
化
器
検
診
の
変
遷
が
理
 

解
で
き
医
学
の
進
歩
の
す
 

ば
ら
し
さ
を
感
じ
た
 

〇
日
本
の
現
状
ば
か
り
で
な
 

く
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
 

ス
ペ
イ
ン
の
現
状
や
考
え
 

方
も
知
り
視
野
が
広
が
つ
 

た
 

〇
〃
が
ん
は
自
党
症
状
が
な
 

い
も
の
だ
\早
期
発
見
す
 

れ
ば
治
癒
す
る
み
と
言
う
 

こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
健
康
 

教
育
、
検
診
に
役
立
て
た
 

九
千
八
百
十
一
一
人
、
女
性
が
六
 

千
三
百
三
万
七
千
六
百
四
十
六
 

人
。
女
性
の
方
が
一
一
百
十
一
万
 

八
千
人
ほ
ど
多
い
。
 

自
然
増
も
減
り
続
け
る
 

九
一
年
度
に
い
つ
た
ん
増
加
 

し
た
出
生
者
数
は
、
九
二
年
度
 

に
再
び
減
少
し
、
前
年
度
比
約
 

一
万
六
千
入
滅
の
百
二
十
一
万
 

三
百
六
十
五
人
。
出
生
者
数
か
 

ら
死
亡
者
数
を
引
い
た
自
然
増
 

加
も
減
り
続
け
て
お
り
、
高
知
、
 

島
根
、
秋
田
、
長
崎
、
山
口
な
 

ど
で
は
「
自
然
減
」
と
な
っ
た
。
 

最
大
減
は
東
京
都
 

都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
や
 

大
阪
の
大
都
市
で
人
口
が
減
つ
 

て
い
る
一
方
で
、
周
辺
の
県
で
 

は
増
加
が
目
立
つ
て
お
り
、
首
 

都
.近
畿
圏
で
ド
︱
ナ
ツ
化
現
 

象
が
進
ん
で
い
る
。
人
口
が
増
 

え
た
の
は
、
三
十
一
道
府
県
で
、
 

埼
玉
県
の
増
加
率
が
六
年
連
続
 

し
て
最
も
多
く
、
約
七
万
五
千
 

入
。
東
京
は
一
一
十
三
区
で
約
四
 

万
九
千
入
滅
る
な
ど
、
全
体
で
 

計
二
万
四
千
人
減
で
最
大
の
減
 

少
数
と
な
っ
て
い
る
。
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じ
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で
『
 

本
紙
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
の
ご
意
見
 

を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

投
稿
は
主
張
，
提
言
，
体
験
談
、
胃
集
検
情
 

報
な
ど
。
 

投
稿
さ
れ
る
 

切̂
は
と
く
に
設
け
ま
せ
ん
。
 

字
数
は
一
〇
〇
〇
字
程
度
。
 

編
集
部
で
要
約
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

お
礼
.
採
用
の
分
に
は
薄
謝
贈
呈
。
 

送
り
先
^
関
東
甲
信
越
地
方
会
編
集
委
員
会
 

編

集

後
 

己
 

レ
 

し
与
 

と
投
 

ド
III 

ピ
経
 

き
5
 

I
及
 

に
朝
 

？
回
 

瘍
ぉ
お
 

消
常
^ 

田
冃
通
を
 

果

量
 

効

用
 

能
法
 

効

用
 

に̂
 

社
I
 

会
& 

1
1
田
 株

^ 

，
 

一，一一I「一
 

お
ブ
秦
 

ト
ッ
プ
は
、
が
ん
死
二
十
三
 

万
千
七
百
八
十
六
人
(
厚
生
省
 

統
計
情
報
部
、
概
数
)
と
し
ま
 

し
た
。
五
、
六
十
代
の
働
き
盛
 

り
で
四
0
冗
、
女
性
で
は
四
、
 

五
十
代
が
一
一
人
に
一
入
の
割
^
 

で
死
ん
で
い
る
現
実
を
見
つ
め
 

て
ほ
し
い
。
改
め
て
、
「
早
期
発
 

見
，
早
期
治
療
」
の
重
要
さ
を
 

思
う
。
 

X
 
X
 
X
 
X
 
X
 

一
一
面
に
行
天
良
雄
氏
の
「
こ
 

れ
か
ら
の
医
療
」
を
載
せ
ま
し
 

た
。
医
療
に
つ
い
て
の
考
え
方
 

を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
、
時
で
す
。
氏
の
含
蓄
に
 

富
ん
た
〃
主
張
，
を
よ
く
味
わ
 

つ
て
ほ
し
い
。
 

X
 
X
 
X
 
X
 
X
 

五
面
、
長
谷
川
昭
衛
氏
の
「
胃
 

集
検
今
昔
」
は
、
胃
集
検
の
资
 

明
期
か
ら
成
熟
期
に
か
け
て
の
 

苦
心
の
跡
が
う
か
が
え
る
。
改
 

め
て
故
黒
川
利
雄
先
生
の
業
績
 

を
思
う
。
「
山
に
向
っ
て
歩
く
」
 

の
思
想
は
、
今
で
も
集
検
の
原
 

点
で
あ
り
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
 

い
こ
と
で
あ
る
。
 

X
 
X
 
X
 
X
 
X
 

「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
 

た
い
が
ん
の
知
識
」
と
「
図
書
 

室
」
は
紙
面
の
都
合
で
休
み
ま
 

し
た
ご
/
承
下
さ
い
。
 (

永
嶋
) 


